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北上川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

堤防強化（国）

堤防強化（国）

堤防強化（国）

四十四田ダム（国）
（ダム再生）

滝名川

木賊川遊水地整備（県）

岩崎川

諸葛川

千厩川

金流川

上油田川

磯田川夏川

猿ヶ石川

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、北上川水系においては、広大な森林面積や地域の主産業（農業等）
などの地域特性を考慮し、河川整備に併せて、森林整備、治山対策や農地等の活用などの流域治水の取り組みを実施していく。また、国管理区間においては、北上川の
堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生した戦後最大の昭和22年9月洪水と同規模の洪水を安全に流下させ、流域における浸水被害の軽減を図る。
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●被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
○氾濫域での対策

・防災拠点等の機能確保
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進
・水害リスク空白域の解消
・メディアと連携による洪水情報の提供
・簡易型河川監視カメラの設置
・災害リスクの現地表示箇所の拡大を促進
・マイ・タイムライン普及促進
・住民への情報伝達の充実
・ダム堰の効果・操作に関わる情報の周知
・水防資機材の拡充 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

●被害対象を減少させるための対策
○氾濫域での対策
・土地利用に関する計画の見直し（立地適正化計画の策定 等）
・土地利用・住まいの方の工夫（浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援 等）

※今後、関係機関と連携し対策検討

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

○河川区域での対策
・河道掘削、堤防整備、遊水地整備、北上川上流ダム再生、簗川ダム建設等

○集水域での対策
・既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
・下水道事業（雨水ポンプ場、幹線整備 等）
・水田貯留・森林整備・治山対策・土砂災害対策 等
・流出抑制対策検討 ※今後、関係機関と連携し対策検討

水田貯留 実証試験

ハザードマップの更新（市）

住民避難にかかる普及啓発・環
境整備及び関係機関との連絡
体制構築（市）

簗川ダム（県）

防災マップの更新（市）

防災マップの更新（市）

内水ハザードマップの更新（町）

防災マップの更新（町）

浸水深標識設置（町）

御所ダム（国）
（ダム再生）

森林整備

（林野庁、県（林）他、
森林整備センター）

流木・土砂流出抑制
対策（治山対策）

県（林）

流木・土砂流出抑制
対策（土砂災害対策）

（国、県（砂））

排水施設の整備市）

施設の耐水化（市）

下水道幹線の整備（市）

準用河川の整備促進（市）

普通河川の整備促進（市）

災害リスクを考慮した立地適正化計画
の策定・見直し（市）

間伐実施前（一関市）

水防災ワークショップ開催状況

災害危険区域の指定（市）

災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し（町）

凡 例

堤防整備

堤防強化

河道掘削

浸水想定範囲
（昭和22年9月洪水と同規模）

大臣管理区間

防災拠点等の機能確保
（耐震・浸水対策）

水防資機材の拡充

盛土居住誘導区域内における浸水
被害軽減の宅地嵩上げ支援

排水路の整備（市）

堤防整備（国）

分派施設改築（国）
南沢川堤防整備（県）

真野川堤防整備
・河道掘削（県）

迫川堤防整備・
河道掘削（県）

河道掘削（国）

雨水ポンプ場・
下水道幹線の整備（市）

堤防強化（国）

水防資機材の拡充（市）

要配慮者利用施設の避難確
保計画作成の促進（市）

簡易型河川監視カメラの設置（国）

準用河川の整備促進（市）

下水道幹線の整備(市）

排水施設の整備（市）

ため池やクリークの
利用（町）

排水路の整備（町）

普通河川の整備促進（町）

公園貯留（町）

排水路の整備（町）

普通河川の整備促進（町）

駐車場の透水性舗装（町）

水田貯留（町）

事前放流等の実施（国、農水省、県）

準用河川の整備促進（町）

北上川（上流）広域河川改修事業（県）

災害リスクを考慮した立地適正化計画
の策定・見直し（市）

間伐実施前（一関市）

森林整備

間伐実施後（一関市）

森林整備

準用河川の整備促進（町）

普通河川の整備促進（町）

準用河川の整備促進（市）

普通河川の整備促進（市）

準用河川の整備促進（市）

普通河川の整備促進（市）

準用河川の整備促進（市）

普通河川の整備促進（市）

準用河川の
整備促進（市）

準用河川の整備促進（市）

普通河川の整備促進（市）

公園貯留（市）

北上川河道掘削
・堤防整備（県）

出来川堤防整備（県）

※対策事業の代表箇所を旗揚げしている。

準用河川の整備促進（市）

北上市

排水路の整備（市）

マイ・タイムライン普及促進（町）

居住誘導区域内における浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援（市）

災害リスクを考慮した立地適正化
計画の策定・見直し（市）

森林整備（林野庁・県・森林整備センター）

治山対策（林野庁・県・森林整備センター）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

●グリーンインフラの取り組み 詳細次ページ

岩手県

宮城県
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災害リスクを考慮した立地適正化計画
の策定（市）



○北上川は、幹川流路延長249 ㎞の東北第一の一級河川で、古くから舟運等により地域交流の軸として利用されており、また近年でも川下りや各種イベント等に多く利
活用され、地域の文化の基盤かつ地域の交流拠点となっている。

○人と河川とのふれあいの場を確保するため、２箇所で実施している｢かわまちづくり｣を軸として、今後概ね９年間で親水護岸など水辺と触れ合える環境の場を整備・管
理し、親水活動や環境学習、地域の交流・連携等の拠点とするなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を促進する。
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北上川水系流域治水プロジェクト×グリーンインフラ【位置図】
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

滝名川

岩崎川

諸葛川

千厩川

金流川

上油田川

磯田川夏川

猿ヶ石川

紫波町

矢巾町

迫川

旧迫川

出来川

追波川

二股川

大関川

羽沢川

南沢川

皿貝川

大沢川

富士川

岩手県

登米市

美里町

石巻市

北
上
川→

東松島市
宮城県

和渕

東
北
新
幹
線

大崎市

江合川→
涌谷町 旧

北
上
川→

宮 城 県

北上川

江合川

位 置 図

岩 手 県

北上川

盛岡市

旧
北
上
川

石巻市

木賊川

北上川

西和賀町 雫石町

滝沢市

八幡平市

岩手町

南川

簗川

凡 例

河道掘削

大臣管理区間

分派施設改築

北上市

連続性の確保

生物の多様な生育環境の保全

水辺の賑わい空間創出（一関
地区かわまちづくり）

水辺の賑わい空間創出
（西和賀町かわまちづくり）

生物の多様な生育環境の保全

生物の多様な生育環境の保全

河道掘削

【全域に係わる取組】
・動植物の生息・生育・繁殖環境の保全
・水質の保全
・良好な景観の保全
・ 地域のニーズ を踏まえた賑わい空間創出への連携･支援

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・御所ダム、四十四田ダム、田瀬ダム、湯田ダム、胆沢ダムを活用したインフラ
ツーリズム

・田んぼダム実証事業に係る現地説明会の開催

■グリーンインフラメニュー

●魅力ある水辺空間・賑わい創出
・一関地区かわまちづくり・西和賀町かわまちづくり
・舟運イベント（北上川・開運橋上流）

●治水対策における多自然川づくり

･生物の多様な生育環境の保全
･連続性の確保
・公園貯留（維持管理が容易で安全性の高い防災調整池）

田瀬ダムを活用した
インフラツーリズム

和賀川

胆沢川

湯田ダム ＳＵＰ体験会 田瀬ダム Eボート大会

御所ダムを活用した
インフラツーリズム

御所ダム カヌー教室

磐井川緑地エリア 親水護岸（階段型）イメージパース

まちなか
交流館

湯本地区まちなか交流館付近鳥瞰イメージパース

四十四田ダムを活用した
インフラツーリズム

悠久の流れ北上川（岩手県盛岡市）

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション

できるだけ影響の回避・低減に努め、必要に応じて
代償措置を行い、良好な河川環境を保全

河道掘削

平水位

平水位以下の河道形状を維持

堤防防護に必要な
高水敷幅は確保

◆河道掘削のイメージ

魚類等の生息・生育・繁殖環境を保全

水際からの急激な断面変化を避け、
法勾配は極力緩やかにする

モニタリング

緩い法勾配

ミティゲーション

できるだけ影響の回避・低減に努め、必要に応じて
代償措置を行い、良好な河川環境を保全

河道掘削

●グリーンインフラの取り組み 『歴史と文化を反映した賑わい水辺空間の創出』

北上川水系流域治水プロジェクト×グリーンインフラ【位置図】
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

連続性の確保

湯田ダム

胆沢ダム

湯田ダムを活用した
インフラツーリズム

胆沢ダム カヌー体験会

胆沢ダムを活用した
インフラツーリズム

第一号調整池
第二号調整池

公園貯留（維持管理が容易で安
全性の高い防災調整池）

準用河川の整備
生物の多様な生育
環境の保全

準用河川の整備
生物の多様な生育
環境の保全

●健全なる水循環の確保

･森林整備による水源涵養機能維持増進等

森林整備による水源涵
養機能維持増進等

●流域治水に資する水田の保全
・生物の多様な生育環境の保全（水田貯留）

2

平泉町

盛岡市



一関遊水地下流の治水対策 岩手河川国道事務所、岩手県

一関遊水地の整備 岩手河川国道事務所

北上川上流の浸水被害を防ぐための堤防整備 岩手河川国道事務所、岩手県

北上川上流の浸水被害を防ぐための河道掘削 岩手河川国道事務所、岩手県

北上川上流ダム再生 北上川ダム統合管理事務所

利水ダム等の事前放流等に関する対策
北上川ダム統合管理事務所、鳴子ダム管理所

北上土地改良調査管理事務所、岩手県、宮城県

流出抑制に関する対策
岩手河川国道事務所

岩手県、宮城県、流域市町等

下水道事業（雨水ポンプ場、幹線整備　等） 流域市町等

水田貯留（支援含む） 国、県、流域市町

北上川下流部及び石巻災害地を守る堤防整備 北上川下流河川事務所、宮城県

北上川下流の浸水被害を防ぐための堤防整備 北上川下流河川事務所、宮城県

北上川下流の浸水被害を防ぐための河道掘削 北上川下流河川事務所、宮城県

江合川の浸水被害を防ぐための河道掘削 北上川下流河川事務所、宮城県

新江合川分派施設 北上川下流河川事務所

土砂災害対策 岩手河川国道事務所、岩手県

森林整備・治山対策
岩手河川国道事務所、東北森林管理局、森林整備センター

岩手県、宮城県、流域市町等

被害対象を減少
させるための対策 災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し 盛岡市、花巻市、北上市、奥州市、雫石町　等

要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進 国、県、流域市町

水害リスク空白域の解消 県、流域市町

メディアとの連携による洪水情報の提供
北上川ダム統合管理事務所、岩手河川国道事務所

北上川下流河川事務所、鳴子ダム管理所、岩手県、宮城県

簡易型河川カメラの設置・運用
岩手河川国道事務所、北上川下流河川事務所

岩手県、宮城県

マイ・タイムライン普及促進
岩手河川国道事務所、北上川下流河川事務所

岩手県、宮城県

被害軽減対策検討
岩手河川国道事務所、北上川下流河川事務所

岩手県、宮城県、流域市町等

ソフト対策のための整備検討
岩手河川国道事務所、北上川下流河川事務所

岩手県、宮城県、流域市町等

森林整備による水源涵養機能維持増進等 盛岡市

公園貯留（維持管理が容易で安全性の高い防災調整池） 盛岡市

田んぼダム実証事業に係る現地説明会の開催 矢巾町

舟運イベント 盛岡市

一関地区かわまちづくり 岩手河川国道事務所、一関市

西和賀かわまちづくり 北上川ダム統合管理事務所、西和賀町

生物の多様な生育環境の保全（水田貯留）
北上土地改良調査管理事務所、岩手河川国道事務所
北上川下流河川事務所、滝沢市、矢巾町

連続性の確保 北上川下流河川事務所

小中学校などにおける河川環境学習 岩手河川国道事務所、北上川下流河川事務所

御所ダム、四十四田ダム、田瀬ダム、湯田ダム、胆沢
ダムを活用したインフラツーリズム

北上川ダム統合管理事務所

グリーンインフラの
取組

被害の軽減、早期
復旧・復興のための

対策

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らす
ための対策

区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中期 中長期

北上川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

●北上川では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町村が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】一関遊水地整備や遊水地下流部の堤防整備および旧北上川分流施設による分派の受け皿としての北上川下流部の堤防整備等を実施するとともに、安全なまちづくりのための

土地利用に関する計画の見直しを図る。
【中 期】盛岡市街地や北上川沿川等の浸水被害を防ぐため、北上川上流ダム再生および堤防整備等を実施するとともに、森林整備や治山対策と連携した流出抑制や、簡易型河川監視

カメラの設置等による避難体制の強化を図る。
【中長期】河道掘削や堤防整備及び新江合川分派施設を改築するとともに、下水道事業による内水被害軽減等の対策を図る。さらに、メディアとの連携による洪水情報の提供や、講習

会の実施によるマイ・タイムラインの普及促進、要配慮者利用施設の避難確保計画作成等により、地域住民の防災意識の啓発と確実な避難体制の構築を図る。

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進

一関遊水地の整備完了（岩手河川国道事務所）

北上川下流の浸水被害を防ぐための堤防整備完了（国、県）

遊水地下流部（本川）

北上川（上流）広域河川改修事業完了（岩手県）

災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し完了（花巻市）

一関遊水地下流の治水対策【本川】完了（岩手河川国道事務所、岩手県）

北上川上流ダム再生完了（北上川ダム統合管理事務所）

北上川上流の浸水被害を防ぐための堤防整備完了（岩手河川国道事務所）

要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進（国、県、流域市町等）

下水道施設耐水化事業完了（盛岡市）

災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し完了（盛岡市、北上市、奥州市、雫石町）

北上川水系 岩の目の沢 事業間連携砂防等事業完了（岩手県）

北上川上流の浸水被害を防ぐための河道掘削（岩手河川国道事務所）

北上川下流部及び石巻災害地を守る堤防整備完了（北上川下流河川事務所、宮城県）

簡易型河川監視カメラの設置（国、県）

■河川対策
全体事業費 約３，１２０億円 ※1
対策内容 河道掘削、堤防整備、遊水地整備、

北上川上流ダム再生、簗川ダム建設 等

■砂防対策
全体事業費 約３５０億円 ※2
対策内容 土砂災害対策 等

■下水道対策
全体事業費 約１，７４０億円 ※3
対策内容 雨水ポンプ場、幹線整備 等

※1：直轄及び各圏域の河川整備計画の残事業費を記載
※2：直轄砂防事業の残事業費を記載（秋田県側含む）
※3：各市町における下水道事業計画の残事業費を記載

【事業費（ R2年度以降の残事業費）】

【ロードマップ】※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。※ ：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。
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堤防整備 ㉖ 二子地区堤防整備

堤防強化 ㉗ 更木・矢沢地区

堤防強化 ㉘ 南城地区

堤防強化 ㉙ 土沢･晴山地区

堤防強化 ㉚ 高木地区

河道掘削 ㉛ 矢沢地区

堤防整備 ㉜ 宮野目地区堤防整備

河道掘削 ㉝ 宮野目地区

河道掘削 ㉞ 八重畑地区

堤防整備 ㉟ 八幡地区

堤防整備等 ㊱ 八重畑地区 ○

堤防整備等 ㊲ 新堀地区 ○

河道掘削 ㊳ 廿木・彦部地区

河道掘削 ㊴ 日詰地区

堤防整備 ㊵ 紫波地区 ○

堤防強化 ㊶ 長岡地区

堤防整備 ㊷ 乙部地区

堤防強化 ㊸ 乙部地区

堤防整備 ㊹ 手代森地区

堤防強化 ㊺ 見前地区

堤防整備 ㊻ 津志田地区

堤防整備 ㊼ 中野地区

堤防強化 ㊽ 中野地区

堤防整備 ㊾ 中津川右岸地区

堤防整備等 ㊿ 夕顔瀬地区

工程

区分
緊急
治水
対策

短期（R3～R7年） 中期（R8～R12年） 中長期（R13～R23年）

関連事業

区間対策内容

氾濫をできる
だけ防ぐ・減
らすための対
策（国）

猿ヶ石川

北上川

北上川

堤防整備等 ① 一関藤沢地区

遊水地 ② 一関遊水地建設事業

磐井川 堤防強化 ③ 磐井川左岸地区

堤防整備 ④ 赤生津地区

堤防整備 ⑤ 鵜ノ木地区 ○

河道掘削 ⑥ 赤生津地区

河道掘削 ⑦ 生母黒石地区

河道掘削 ⑧ 鶴城地区

堤防整備 ⑨ 鶴城・大久保地区 ○

堤防強化 ⑩ 姉体地区

堤防強化 ⑪ 羽田地区

堤防強化 ⑫ 岩谷堂地区

堤防整備 ⑬ 水沢地区 ○

堤防整備 ⑭ 金ケ崎地区

堤防整備 ⑮ 三ヶ尻地区

河道掘削 ⑯ 三ヶ尻地区

堤防強化 ⑰ 鬼柳相去地区

河道掘削 ⑱ 稲瀬地区

堤防整備 ⑲ 鬼柳相去地区

堤防整備 ⑳ 和賀川右岸地区

河道掘削 ㉑ 黒沢尻地区

堤防整備 ㉒ 立花地区

河道掘削 ㉓ 立花・小鳥崎・黒岩・二子・更木・成田地区

堤防整備 ㉔ 小鳥崎地区

堤防整備 ㉕ 黒岩地区 ○

工程

区分
緊急
治水
対策

短期（R3～R7年） 中期（R8～R12年） 中長期（R13～R23年）

関連事業

区間対策内容

北上川

北上川

北上川水系流域治水プロジェクト
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

奥州市

磐井川 →

一関市

狐禅寺

平泉町

千厩川

金流川
上油田川

磯田川

夏川

⑤北上川中流部治水対策
事業（鵜ノ木地区）
築堤 L=約2,000m

③磐井川左岸地区
（浸透対策）
L=約690m

⑥赤生津地区
河道掘削
V=約1,200,000m3

⑦生母黒石地区
河道掘削
V=約640,000m3

④赤生津地区
堤防整備
築堤L=約1,200m

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

短期整備（５か年加速化対策）効果 ：河川整備率 約５２％→約６０％

⑨北上川中流部治水対策事業
（鶴城・大久保地区）
築堤 L=約2,800m

奥州市

②一関遊水地事業
築堤等

51.2k

0.0k

56.2k

5.0k

61.2k

10.0k

66.2k

15.0k

71.2k

20.0k

76.2k

25.0k

81.2k

30.0k

86.2k

35.0k

91.2k

40.0k

○○．k

○○．k

凡例

下段：県境からの距離

上段：河口からの距離

距離標

96.2k
45.0k

101.2k
50.0k

位置図

①一関藤沢地区河川改修事業
（狭隘部治水対策）
築堤 L=約1,200m

⑧鶴城地区
河道掘削
V=約47,000m3

北
上
川

実施箇所・対策内容

５カ年加速化計画：赤字

整備計画メニュー：緑字

凡例

北上川上流 1/3進捗と効果（R4.3版）

一関遊水地の暫定運用を開始することで、
大規模洪水時の貯留効果の発現により、
浸水被害の軽減が図られる。 現在

※外水氾濫のみを想定した物である
※外水氾濫のみを想定した物である
※国直轄事業の実施によるものである

短期

県南

平泉町

奥州市

一関市

県南

平泉町

奥州市

一関市

※浸水被害は、今後の調査・検討や対策内容等により変更となる場合がある。

赤生津地区の掘削・
築堤により浸水被害
減少

4

一関遊水地事業
により狭窄部の
浸水被害解消

⑩姉体地区堤防強化
（浸透対策･パイピング対策）
L=約2,800m

岩手県

100%
100%

R3

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
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100%

100%

100%
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100%

100%

100%

100%
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100%

100%
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100%
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100%
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100%
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80%
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50%
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堤防整備 ㉖ 二子地区堤防整備

堤防強化 ㉗ 更木・矢沢地区

堤防強化 ㉘ 南城地区

堤防強化 ㉙ 土沢･晴山地区

堤防強化 ㉚ 高木地区

河道掘削 ㉛ 矢沢地区

堤防整備 ㉜ 宮野目地区堤防整備

河道掘削 ㉝ 宮野目地区

河道掘削 ㉞ 八重畑地区

堤防整備 ㉟ 八幡地区

堤防整備等 ㊱ 八重畑地区 ○

堤防整備等 ㊲ 新堀地区 ○

河道掘削 ㊳ 廿木・彦部地区

河道掘削 ㊴ 日詰地区

堤防整備 ㊵ 紫波地区 ○

堤防強化 ㊶ 長岡地区

堤防整備 ㊷ 乙部地区

堤防強化 ㊸ 乙部地区

堤防整備 ㊹ 手代森地区

堤防強化 ㊺ 見前地区

堤防整備 ㊻ 津志田地区

堤防整備 ㊼ 中野地区

堤防強化 ㊽ 中野地区

堤防整備 ㊾ 中津川右岸地区

堤防整備等 ㊿ 夕顔瀬地区

工程

区分
緊急
治水
対策

短期（R3～R7年） 中期（R8～R12年） 中長期（R13～R23年）

関連事業

区間対策内容

氾濫をできる
だけ防ぐ・減
らすための対
策（国）

猿ヶ石川

北上川

北上川

堤防整備等 ① 一関藤沢地区

遊水地 ② 一関遊水地建設事業

磐井川 堤防強化 ③ 磐井川左岸地区

堤防整備 ④ 赤生津地区

堤防整備 ⑤ 鵜ノ木地区 ○

河道掘削 ⑥ 赤生津地区

河道掘削 ⑦ 生母黒石地区

河道掘削 ⑧ 鶴城地区

堤防整備 ⑨ 鶴城・大久保地区 ○

堤防強化 ⑩ 姉体地区

堤防強化 ⑪ 羽田地区

堤防強化 ⑫ 岩谷堂地区

堤防整備 ⑬ 水沢地区 ○

堤防整備 ⑭ 金ケ崎地区

堤防整備 ⑮ 三ヶ尻地区

河道掘削 ⑯ 三ヶ尻地区

堤防強化 ⑰ 鬼柳相去地区

河道掘削 ⑱ 稲瀬地区

堤防整備 ⑲ 鬼柳相去地区

堤防整備 ⑳ 和賀川右岸地区

河道掘削 ㉑ 黒沢尻地区

堤防整備 ㉒ 立花地区

河道掘削 ㉓ 立花・小鳥崎・黒岩・二子・更木・成田地区

堤防整備 ㉔ 小鳥崎地区

堤防整備 ㉕ 黒岩地区 ○

工程

区分
緊急
治水
対策

短期（R3～R7年） 中期（R8～R12年） 中長期（R13～R23年）

関連事業

区間対策内容

北上川

北上川

北上川水系流域治水プロジェクト
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

奥州市

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

西和賀町

⑮三ヶ尻地区
築堤 L=約2,000m

猿ヶ石川

⑬北上川中流部
治水対策事業
（水沢地区）
築堤 L=約4,000m

奥州市

⑱稲瀬地区
河道掘削
V=約640,000m3

⑰鬼柳相去地区
築堤 L=約300m

⑭金ケ崎地区
築堤 L=約400m

⑳和賀川右岸地区
堤防整備
築堤 L=約180m

㉔小鳥崎地区
堤防整備
築堤 L=約2,600m

㉖二子地区
堤防整備
築堤 L=約4,300m

㉕北上川中流部
治水対策事業（黒岩地区）
築堤（輪中堤）
L=約2,000m

⑪羽田地区
（パイピング対策）
L=約1,300m

⑫岩谷堂地区
（パイピング対策）
L=約4,800m

㉘南城地区
堤防強化（浸透対策）
L=約1,700m

⑲鬼柳相去地区
河道掘削
V=約760,000m3

㉑黒沢尻地区
河道掘削
V=約93,000m3

花巻市

㉝宮野目地区
河道掘削
V=約200,000m3

㉓立花・小鳥崎・黒岩
二子・更木・成田地区
河道掘削
V=約2,200,000m3

㉗更木・矢沢地区堤防強化
（パイピング対策）
L=約3,500m

⑯三ヶ尻地区
河道掘削
V=約560,000m3

㉛矢沢地区
河道掘削
V=約116,000m3

北上市

㉚高木地区
堤防整備（浸透対策）
L=約450m

㉙土沢･晴山地区堤防整備
（パイピング対策）
L=約3,300m

㉞八重幡地区
河道掘削
V=約360,000m3

花巻市
遠野市

金ケ崎町

北上市

㉜宮野目地区
堤防整備（築堤）
L=約2,000m

㉟八幡地区
堤防整備（築堤）
L=約3,000m

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

106.2k
55.0k

111.2k
60.0k

116.2k
65.0k

121.2k
70.0k

126.2k
75.0k

131.2k
80.0k

136.2k
85.0k

141.2k
90.0k

位置図

５カ年加速化計画：赤字

整備計画メニュー：緑字

凡例

○○．k

○○．k

凡例

下段：県境からの距離

上段：河口からの距離

距離標

146.2k
95.0k

151.2k
100.0k

101.2k
50.0k

紫波町

㉒立花地区
堤防整備
（築堤）約L=600m

実施箇所・対策内容

一関遊水地の暫定運用を開始することで、
大規模洪水時の貯留効果の発現により、
浸水被害の軽減が図られる。

北上川上流 2/3進捗と効果（R4.3版）

県央 県央

黒岩地区の築堤に
伴う浸水被害の減少

西和賀町

花巻市

北上市

花巻市

遠野市

奥州市

紫波町

西和賀町

花巻市

北上市

花巻市

遠野市

奥州市

紫波町

現在
※外水氾濫のみを想定した物である

※外水氾濫のみを想定した物である
※国直轄事業の実施によるものである

短期

※浸水被害は、今後の調査・検討や対策内容等により変更となる場合がある。
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短期整備（５か年加速化対策）効果 ：河川整備率 約５２％→約６０％

岩手県

100%
100%

R3

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

R3

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
100%

100%

100%

100%
100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

20%

10%
80%

20%

50%

30%

50%



位置図

○○．k

○○．k

凡例

下段：県境からの距離

上段：河口からの距離

距離標

東
北

新
幹

線

四十四田ダム
（ダム再生）

矢巾町

雫石町

滝沢市

八幡平市

御所ダム
（ダム再生）

盛岡市
㊽中野地区 堤防強化
（浸透対策）
L=約2,200m

㊻津志田地区
堤防整備
築堤 L=約400m

㊺見前地区
堤防強化
L=約1,600m

㊲北上川中流部
治水対策事業
（新堀地区）築堤（輪中堤）
L=約2,000m

㊳廿木・彦部地区
河道掘削
V=約375,000m3

㊴日詰地区
河道掘削
V=約240,000m3

㊶長岡地区
堤防強化（浸透対策）
L=約2,900m

㊷乙部地区
堤防整備
築堤 L=約400m

盛岡市

紫波町

㊸乙部地区堤防強化
（浸透対策）
L=約1,900m

㊹手代森地区
堤防整備
築堤 L=約500m

㊵北上川中流部治水対策
事業（紫波地区）
築堤 L=約4,000m

㊼中野地区
堤防整備
築堤 L=約300m

㊿夕顔瀬地区堤防整備
（堤防の量的整備）
L=約200m

花巻市

紫波町

岩手町

㊾中津川右岸地区
堤防整備
築堤 L=約500m

花巻市

㊱北上川中流部
治水対策事業
（八重畑地区）
築堤（輪中堤）
L=約3,200m

161.2k

110.0k

151.2k
100.0k

156.2k

105.0k

166.2k

115.0k

171.2k

120.0k

176.2k

125.0k

181.2k

130.0k

181.2k

135.0k

191.2k

140.0k

195.2k

144.0k

実施箇所・対策内容

５カ年加速化計画：赤字

整備計画メニュー：緑字

凡例

一関遊水地の暫定運用を開始することで、
大規模洪水時の貯留効果の発現により、
浸水被害の軽減が図られる。

北上川水系流域治水プロジェクト
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

北上川上流 3/3進捗と効果（R4.3版）

矢巾町

雫石町

滝沢市

盛岡市

紫波町

矢巾町

雫石町

滝沢市

盛岡市

紫波町

県北 県北

現在
※外水氾濫のみを想定した物である

※外水氾濫のみを想定した物である
※国直轄事業の実施によるものである

短期

※浸水被害は、今後の調査・検討や対策内容等により変更となる場合がある。

6

短期整備（５か年加速化対策）効果 ：河川整備率 約５２％→約６０％

岩手県
※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

堤防整備 ㉖ 二子地区堤防整備

堤防強化 ㉗ 更木・矢沢地区

堤防強化 ㉘ 南城地区

堤防強化 ㉙ 土沢･晴山地区

堤防強化 ㉚ 高木地区

河道掘削 ㉛ 矢沢地区

堤防整備 ㉜ 宮野目地区堤防整備

河道掘削 ㉝ 宮野目地区

河道掘削 ㉞ 八重畑地区

堤防整備 ㉟ 八幡地区

堤防整備等 ㊱ 八重畑地区 ○

堤防整備等 ㊲ 新堀地区 ○

河道掘削 ㊳ 廿木・彦部地区

河道掘削 ㊴ 日詰地区

堤防整備 ㊵ 紫波地区 ○

堤防強化 ㊶ 長岡地区

堤防整備 ㊷ 乙部地区

堤防強化 ㊸ 乙部地区

堤防整備 ㊹ 手代森地区

堤防強化 ㊺ 見前地区

堤防整備 ㊻ 津志田地区

堤防整備 ㊼ 中野地区

堤防強化 ㊽ 中野地区

堤防整備 ㊾ 中津川右岸地区

堤防整備等 ㊿ 夕顔瀬地区

工程

区分
緊急
治水
対策

短期（R3～R7年） 中期（R8～R12年） 中長期（R13～R23年）

関連事業

区間対策内容

氾濫をできる
だけ防ぐ・減
らすための対
策（国）

猿ヶ石川

北上川

北上川

堤防整備等 ① 一関藤沢地区

遊水地 ② 一関遊水地建設事業

磐井川 堤防強化 ③ 磐井川左岸地区

堤防整備 ④ 赤生津地区

堤防整備 ⑤ 鵜ノ木地区 ○

河道掘削 ⑥ 赤生津地区

河道掘削 ⑦ 生母黒石地区

河道掘削 ⑧ 鶴城地区

堤防整備 ⑨ 鶴城・大久保地区 ○

堤防強化 ⑩ 姉体地区

堤防強化 ⑪ 羽田地区

堤防強化 ⑫ 岩谷堂地区

堤防整備 ⑬ 水沢地区 ○

堤防整備 ⑭ 金ケ崎地区

堤防整備 ⑮ 三ヶ尻地区

河道掘削 ⑯ 三ヶ尻地区

堤防強化 ⑰ 鬼柳相去地区

河道掘削 ⑱ 稲瀬地区

堤防整備 ⑲ 鬼柳相去地区

堤防整備 ⑳ 和賀川右岸地区

河道掘削 ㉑ 黒沢尻地区

堤防整備 ㉒ 立花地区

河道掘削 ㉓ 立花・小鳥崎・黒岩・二子・更木・成田地区

堤防整備 ㉔ 小鳥崎地区

堤防整備 ㉕ 黒岩地区 ○

工程

区分
緊急
治水
対策

短期（R3～R7年） 中期（R8～R12年） 中長期（R13～R23年）

関連事業

区間対策内容

北上川

北上川

100%
100%

R3

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
100%

100%

100%

100%

100%
100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

R3

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
100%

100%

100%

100%
100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

20%

10%
80%

20%

50%

30%

50%



※外水氾濫のみを
想定したもので
ある。

※国直轄事業の実
施によるもので
ある。

北上川水系流域治水プロジェクト【事業効果（国直轄区間）の見える化】北上川下流
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農地等を活用した治水対策の推進～

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

日根牛地区の堤防整備事業がＲ５に完了することで、背後の集落の浸水リスクが軽減する。

短期整備（５か年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約５２％→約６０％

和渕

東
北
新
幹
線

③ 三輪田地区
築堤 L=6.0km

⑥安場地区
築堤 L=4.2km

⑤堤防整備
L=13.9km

江合川 北上川

二股川

北
上
川

新
江
合
川

旧
北
上
川

⑦米谷地区
堤防強化 L=2.1km

①相野谷地区
築堤 L=1.6km

② 小船越地区
築堤 L=2.5km

④日根牛地区
築堤 L=1.8km

⑲ 渕尻・荒尾地区
河道掘削 V=41千m3

⑧ 石巻右岸地区
築堤 L=3.4km

⑩ 水押地区
築堤 L=1.7km

⑨ 袋谷地地区
築堤 L=0.5km

⑪ 鹿又地区
築堤 L=7.3km

⑫堤防整備
L=9.5km

⑬ 横埣地区
築堤 L=2.4km

⑱箟岳地区
L=1.1km

⑮ 中瀬地区
築堤 L=1.3km

⑰ 西谷地地区
築堤 L=0.8km

㉖ 堤防強化
L=4.6km

㉔ 桜の目地区
堤防強化 L=0.6km

㉓ 荒尾地区
堤防強化 L=2.8km

㉒ 福沼地区
堤防強化 L=0.6km

⑳ 中瀬地区
堤防強化 L=1.3km

㉑ 涌谷左岸地区
堤防強化 L=0.1km

⑯ 佐平次地区
築堤 L=1.2km

㉕ 新江合川右岸地区
堤防強化 L=1.3km

※外水氾濫のみを
想定したもので
ある。

現在

短期

注：外水氾濫のみを
想定したものであり、
内水氾濫を考慮した
場合には浸水範囲の
拡大や浸水深の増大
が生じる場合がある。

⑭ 笠石地区
築堤 L=0.7km

【短期整備完了時の進捗】
①相野谷地区 堤防整備
②小船越地区 堤防整備
③三輪田地区 堤防整備
④日根牛地区 堤防整備
０％→１００％

⑥安場地区 堤防整備
０％→１０％

⑧石巻右岸地区 堤防整備
⑨袋谷地区 堤防整備
⑩水押地区 堤防整備
⑪鹿又地区 堤防整備
⑬横埣地区 堤防整備
⑭笠石地区 堤防整備
⑮中瀬地区 堤防整備
⑯佐平次地区 堤防整備
⑰西谷地地区 堤防整備
０％→１００％

⑲渕尻・荒尾地区 河道掘削
０％→１００％

⑳中瀬地区 堤防強化
㉑涌谷左岸地区 堤防強化
㉒福沼地区 堤防強化
㉓荒尾地区 堤防強化
㉔桜の目地区 堤防強化
㉕新江合川左岸地区 堤防強化
０％→１００％

実施箇所・対策内容

５カ年加速化メニュー：赤字
整備計画残メニュー：緑字

進捗と効果（R4.3版）

※浸水被害は、今後の調査検討や対策内容等により変更となる場合がある。

高頻度（１/１０）

中高頻度（１/３０）

中頻度（１/５０）

中低頻度（１/１００）

低頻度（１/１５０）

想定最大規模

凡　例

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

④日根牛地区

③三輪田地区

⑥安場地区

堤防整備

⑪鹿又地区

⑨袋谷地地区

⑩水押地区

堤防強化 ⑦米谷地区

⑲渕尻・荒尾地区

堤防強化

⑳中瀬地区

㉑涌谷左岸地区

⑯佐平次地区

⑰西谷地地区

堤防整備

㉔桜の目地区

⑮中瀬地区

⑭笠石地区

㉕新江合川左岸地区

㉖西谷地～砂田、佐平次

㉒福沼地区

㉓荒尾地区

⑱崑岳地区

氾濫をできるだけ

防ぐ・減らす
ための対策

北上川

①相野谷地区

②小船越地区

⑤登米～県境、日根牛～米谷、西郡～嵯峨立

旧北上川 堤防整備

⑧石巻右岸地区

⑫前谷地～崑岳、金山～高須賀

関連事業

江合川

⑬横埣地区

河道掘削

区分 対策内容 区間

工程

【５カ年加速化対策】

短期（R3～R7年）
中期（R8～R12年） 中長期（R13～R23年）

R3

100%

100%60%10%

60%

60%

60%

R3

7



北上川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農業等を活用した治水対策の推進～

被害をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

盛岡市
【公園貯留 （維持管理が容易で安全性の高い防災調整池）】
○令和５年４月１日に供用を開始した「いわて盛岡ボールパー
ク」に排水調整池を整備し流出抑制を図る。通常時は駐車場
として活用。

矢巾町
【田んぼダム実証事業に係る現地説明会開催】

〇流域治水対策として、内水氾濫等に効果があるとされる田
んぼダムの取組みについて、実証圃による現地説明会を行い、
農業従事者の理解と協力の促進を図る。
〇令和３年７月２９日（木）町内圃場にて開催。

奥州市
【災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定】

○立地適正化計画で定める誘導区域を設定するにあたって、
各地域の災害リスクの分析、リスクの回避、軽減に向けた対
策を検討する。令和３年度は東北地方整備局建政部都市・住
宅整備課の支援を受け防災指針案の作成作業を進めている。

国、岩手県、各市町
【要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」

及び「避難訓練」の促進】
○市町村毎に対象となる要配慮者利用施設の管理者を集め、
河川事務所・市町村担当者の参画のもと講習会形式で計画
作成を実施。

北上川上流

【現状】

・誘導区域の設定を検討して
いる区域が、ハザードエリア
となっている。

・江刺、前沢地域において、
市街地の大半が浸水想定区
域内となっている。

【検討内容】

・浸水被害等のリスク分析・課
題の抽出

・立地適正化計画と防災指針の
整合について

・災害リスクの回避・軽減に向け
た事業について

8

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：６０％

（令和４年度末時点）

１１市町村

（令和３年度実施分）

１１施設 （令和４年度実施分）

２９箇所

（令和４年度完成分）
※施行中 １５施設

０施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和４年12月末時点）

３市町村 （令和４年９月末時点）

７５河川

（令和４年９月末時点）

３団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和４年９月末時点）

169施設

（令和４年1月1日時点）

12市町村

避難確保
計画

1,367施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域

※一部、令和４年３月末時点



北上川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～東北一広大な流域と上下流の特徴的な地形特性を踏まえた河川整備と森林や農業等を活用した治水対策の推進～

被害をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

『避難体制等の強化』

○ 要配慮者利用施設の管理者の避難計画に係る理解
向上を図り、計画の作成を支援する。

○ 大崎市は、「要配慮者利用施設の避難確保計画作成
講習会」を開催しました。
今回の講習会の対象施設は、市内各学校・幼保育施
設とし、水害等の災害が発生するおそれがある場合に、
円滑かつ迅速な避難の確保を図るため避難確保計画
を作成する。

◆ 開催日時 ： 令和3年10月13日（水）
◆ 開催場所 ： 大崎市消防本部
◆ 参加人数 ： 36名

着工前

完成

盛土
要配慮者利用施設の避難確保計画作成講習会

『 水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫』

○ 浸水の実績区域や浸水の想定される区域に現存する
建築物に対して、嵩上げ、高床化等の工事費を助成す
る。

○ 大崎市では、立地適正化計画に定める居住誘導区域
内において、浸水被害を軽減するため、一定の要件を
満たした対象区域内の住宅の所有者が行う宅地の嵩
上げ等に要する経費について、予算の範囲内で補助金
を交付する。

北上川下流

○ 田んぼダム実証・普及ワーキング（R3.7.29，R3.11.4）

田んぼダム実証・普及ワーキングの開催状況

古川第五小学校 古川南中学校 小牛田農林高校

○ 「田んぼダム実証コンソーシアム設立（R3.6.14）」
（宮城県、大崎市、色麻町、加美町、涌谷町、美里町）
令和３年度から令和５年度までの３ヵ年、大崎市千刈江
地区において、「田んぼダム導入促進・効果検証モデル
事業」として、堰板設置型の田んぼダムとスマート田ん
ぼダムを設置しその効果の検証を行っています。

【水田貯留の推進】

大崎市古川千刈江地区（堰板設置式、説明看板設置）

○啓発活動（出前講座）

【宅地嵩上げ・高床化の支援】 【要配慮者利用施設の避難確保計画作成の推進】

9

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：６０％

（令和４年度末時点）

１１市町村

（令和３年度実施分）

１１施設 （令和４年度実施分）

２９箇所

（令和４年度完成分）
※施行中 １５施設

０施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和４年12月末時点）

３市町村 （令和４年９月末時点）

７５河川

（令和４年９月末時点）

３団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和４年９月末時点）

169施設

（令和４年1月1日時点）

12市町村

避難確保
計画

1,367施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域

※一部、令和４年３月末時点



四十四田ダム（国）（ダム再生）

北上川

八幡平市

岩手町

木賊川遊水地整備（県）

堤防整備（国）

滝沢市

御所ダム（国）（事前放流等の実施）

雫石町

岩手県

盛岡市

河道掘削等（県）

河道掘削等（県）

河道掘削等（県）

堤防整備（県）

松川

北上川

木賊川

諸葛川

準用河川の整備促進
（滝沢市）

河川改修（県）

災害リスクを考慮した立地
適正化計画の策定･見直し

（雫石町）

流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策）
（国土交通省（砂））

ため池やクリーク
（農業用水路）の利用

（岩手町）

準用河川の整備促進
（岩手町）

普通河川の整備促進
（盛岡市）

準用河川の整備促進
（盛岡市）

排水施設の整備
（盛岡市）

施設の耐水化
（盛岡市）

下水道幹線の整備
（盛岡市）

災害リスクを考慮した立地
適正化計画の策定・見直し

（盛岡市）

避難方法の住民周知
(盛岡市)

防災マップの更新
（八幡平市）

防災マップの更新
（滝沢市）

防災マップの更新
（雫石町）

普通河川の整備促進
（八幡平市）

準用河川の整備促進
（八幡平市）

： 氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

： 被害対象を減少させるための対策

： 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

森林整備・治山対策
（東北森林管理局）

森林整備・治山対策
（森林整備センター）

森林整備
（岩手県（林））

流木・土砂流出抑制対策（治山対策）
（岩手県（林） ）

排水施設の整備
（滝沢市）

防災拠点等の機能確保
（国・県・市町）

要配慮者利用施設の避難確
保計画作成の促進

（国・県・市町）

メディアと連携による洪水情報
の提供

（国・県）

簡易型河川監視カメラの設置
（国・県）

マイ・タイムライン普及促進
（国・県・市町）

ダム堰の効果・操作に関わる
情報の周知

（国・県）

公園貯留（野球場
や陸上競技場など）

（盛岡市）

流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策）
（岩手県（砂））

関係機関との連絡体制構築
(盛岡市)

ﾏｲﾀｲﾑﾗｲﾝのひな形作成による住民周知
(盛岡市)

避難場所への誘導標識整備
（盛岡市）

綱取ダム（県）事前放流等の実施
御所ダム（国）（ダム再生）

四十四田ダム（国）（事前放流等の実施）

外山ダム（利）事前放流等の実施

岩洞ダム（利）事前放流等の実施

北上川水系流域治水プロジェクト【位置図１（詳細版）】
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水害リスク空白域の解消
（県・市町）



南川

盛岡市

簗川
堤防整備（国）

堤防強化（国）

紫波町

矢巾町

河道掘削等（県）

滝名川
堤防整備（国）

河道掘削（国）

岩崎川

堤防強化（国）

北上市

花巻市

遠野市

堤防整備（国）

河道掘削（国）

西和賀町

雫石町

河川改修（県）

河川改修（県）

河川改修（県）

和賀川

猿ケ石川

太田川

芋沢川

水田貯留
（矢巾町）

市街化区域内における内
水ハザードマップの見直し

（矢巾町）

排水路の整備
（紫波町）

排水路の整備
（花巻市）

公園貯留（野球場
や陸上競技場など）

（盛岡市）

準用河川の整備促進
（花巻市）

災害リスクを考慮した立地
適正化計画の策定・見直し

（花巻市）

準用河川の整備促進
（遠野市）

排水路の整備
（矢巾町）

普通河川の整備促進
（矢巾町）

駐車場の透水性舗装
（矢巾町）

防災マップの更新
（紫波町）

防災調整池等の雨水施
設・浸透施設の整備

（紫波町）

普通河川の整備促進
（紫波町）

浸水ﾘｽｸを考慮した都市
計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ策定

（北上市）

施設の耐水化
（花巻市）

： 氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

： 被害対象を減少させるための対策

： 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

準用河川の整備促進
（北上市）

防災マップの更新
（遠野市）

公園貯留

（野球場や陸上競技場など）
（紫波町）

防災マップの更新
（西和賀町）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

森林整備
（岩手県（林））

流木・土砂流出抑制対策（治山対策）
（岩手県（林））

湯田ダム（国）（事前放流等の実施）

岩手県

森林整備・治山対策
（東北森林管理局）

森林整備・治山対策
（森林整備センター）

河道掘削（国）

流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策）
（岩手県（砂））

防災マップの更新
（矢巾町）

浸水深標識設置
（矢巾町）

早池峰ダム(県)事前放流等の実施

山王海ダム(利)事前放流等の実施

煙山ダム(利)事前放流等の実施

豊沢ダム(利)事前放流等の実施

石羽根ダム(利)事前放流等の実施

田瀬ダム（事前放流等の実施）（国）

外桝沢ダム(利)

遠野第二ダム(県)事前放流等の実施

遠野ダム（県)

葛丸ダム(利)事前放流等の実施

レン滝ダム(利)

矢櫃ダム(利)

鶯宿ダム(利)事前放流等の実施

北上川水系流域治水プロジェクト【位置図２（詳細版）】
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災害リスクを考慮した立地
適正化計画の策定・見直し

（北上市）

簗川ダム事前放流等の実施（県）

河川改修（県）
大白沢川

河川改修（県）

堤防整備（県）

本郷川

防災拠点等の機能確保
（国・県・市町）

要配慮者利用施設の避難確
保計画作成の促進

（国・県・市町）

メディアと連携による洪水情報
の提供

（国・県）

簡易型河川監視カメラの設置
（国・県）

マイ・タイムライン普及促進
（国・県・市町）

ダム堰の効果・操作に関わる
情報の周知

（国・県）

水防資機材の拡充 等
（国・県・市町）

水害リスク空白域の解消
（県・市町）



堤防整備（国）
河道掘削（国）

金ケ崎町

北
上
川→

堤防整備（国）

堤防強化（国）

河道掘削（国）

堤防整備（国）

奥州市

堤防整備（国）

平泉町

狐禅寺

遊水地整備（国）

磐井川 →一関市

堤防整備（国）

千厩川

北上市西和賀町

栗原市

大崎市

河道掘削等（県）

河道掘削等（県）

河道掘削等（県）

広
瀬
川

曽慶川

普通河川の整備促進
（奥州市）

普通河川の整備促進
（一関市）

河川及び水路改修工
事による災害防止

（奥州市）

準用河川の整備促進
（奥州市）

ハザードマップの更新
（奥州市）

下水道幹線の整備
（一関市）

準用河川の整備促進
（一関市）

災害危険区域の指定
（一関市）

普通河川の整備促進
（平泉町）

準用河川の整備促進
（平泉町）

防災マップの更新
（平泉町）

森林整備
（岩手県（林））

防災マップの更新
（一関市）

普通河川の整備促進
（金ケ崎町）

準用河川の整備促進
（金ケ崎町）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

岩手県

森林整備・治山対策
（東北森林管理局）

森林整備・治山対策
（森林整備センター）

流木・土砂流出抑制対策（治山対策）
（岩手県（林））

流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策）
（岩手県（砂））

： 氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

： 被害対象を減少させるための対策

： 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

金流川

被害軽減対策（県）

夏川

磯田川

上油田川
堤防整備等（県）

衣川１号ダム(利)

衣川４号ダム(利)

衣川２号ダム(利)

相川ダム(利)事前放流等の実施

千松ダム(利)事前放流等の実施

入畑ダム(県)事前放流等の実施

胆沢ダム（国）（事前放流等の実施）

衣川３号ダム(利)

衣川５号ダム(利)事前放流等の実施

金越沢ダム(利)事前放流等の実施

北上川水系流域治水プロジェクト【位置図３（詳細版）】
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災害リスクを考慮した立地
適正化計画の策定

（奥州市）

河川改修（県）人
首
川

河川改修（県）

防災拠点等の機能確保
（国・県・市町）

要配慮者利用施設の避難確
保計画作成の促進

（国・県・市町）

メディアと連携による洪水情報
の提供

（国・県）

簡易型河川監視カメラの設置
（国・県）

マイ・タイムライン普及促進
（国・県・市町）

ダム堰の効果・操作に関わる
情報の周知

（国・県）

水防資機材の拡充 等
（国・県・市町）

水害リスク空白域の解消
（県・市町）



北上川水系流域治水プロジェクト【位置図４（詳細版）】

石巻市

東松島市

美里町

涌谷町

大崎市

真野川（県）堤防整備・河道掘削

和
渕

堤防整備（国）

南沢川 南沢川（県）堤防整備

北
上
川→ 羽沢川

大関川

二股川

堤防強化（国）

江合川→

出来川（県）堤防整備

堤防整備（国）

堤防強化（国）

河道掘削（国）

長沼川

堤防整備（国）

堤防整備（国）

登米市

迫川

旧迫川

長沼川（県）堤防整備・河道掘削

出来川

田尻川

古川

堤防整備（国）

皿貝川

大沢川

追波川

旧
北
上
川→

宮城県

栗原市

一関市

砂防事業（県：急傾斜）

砂防事業（県）

小山田川（県）堤防強化

皿貝川（馬鞍川） （県）堤防整備

加茂川（県）堤防整備
加茂川

夏川（県）堤防整備

夏川

迫川（県）堤防整備

荒川（県）堤防整備

照越川（県）堤防整備

真野川
高木川

高木川（県）堤防整備

水沼川（県）堤防整備

防災拠点等の機能確保（市町村）

要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進（市町村）

メディアと連携による洪水情報の提供（国・県）

簡易型河川監視カメラの設置（国・県）

災害リスクの現地表示箇所の拡大を促進（国・県・市町村）

マイ・タイムライン普及促進（市町村）

住民への情報伝達の充実（市町村）

ダム堰の効果・操作に関わる情報の周知（国・県）

水防資機材の拡充 等（市町村）

下水道幹線の
整備（市）

雨水管渠の整備（町）

下水道幹線の整備（市）

分派施設改築

森林整備、治山対策（森林管理局、宮城県、森林整備センター）

水田貯留、ため池の活用

花山ダム

化女沼ダム

長沼ダム

小田ダム

岩堂沢ダム

宿の沢ダム

栗駒ダム荒砥沢ダム

居住誘導区域内における浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援（大崎市）

災害リスクを考慮した立地適正化
計画の策定・見直し（登米市）

森林整備、治山対策（森林管理局、宮城県、森林整備センター）

岩洞沢・菅生・宿の沢ダム（利）
事前放流等の実施

鳴子ダム（国）、上大沢・花山・小田ダム（県）
事前放流等の実施

荒砥沢ダム（県）事前放流等の実施 栗駒ダム（利）事前放流等の実施

化女沼・長沼ダム（県）事前放流等の実施
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北上川水系流域治水プロジェクト（岩手県内）

プロジェクト一覧

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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プロジェクト一覧表

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。
また、対策メニューについても、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

（北上川上流）
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プロジェクト一覧表

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。
また、対策メニューについても、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

（北上川上流）
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北上川水系流域治水プロジェクト（岩手県内）

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

排水施設の整備 （盛岡市公共下水道（雨水）施設整備事業）

盛岡市

盛岡市

位置図 具体的な取組み内容

近年の局地的集中豪雨による浸水防除のためにも、公共下水道（雨水）事業の施設整備を実施することで、市民の生命・財産の保護及
び都市機能の確保を図ります。

大雨時 整備状況

＜下水道事業計画＞
当初認可年月日 昭和28年3月31日
現認可年月日 令和5年3月20日
事業計画面積 4819.2ha
整備面積 3311.3ha
整備率 68.7%
令和５年３月末時点

短期（～R7) 中期（R8～R12） 長期（R13～）

排水施設の整備

【内水氾濫対策】
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

施設の耐水化 （盛岡市下水道施設耐水化事業）

盛岡市

位置図 具体的な取組み内容

令和元年東日本台風において下水道施設が浸水により機能を停止するなどの被害が生じた中、令和２年７月豪雨においても、下水処理場や雨水ポンプ場
等の複数の施設で浸水による機能停止が全国で発生した。市民の生活や生命に関わる重要なライフラインである下水道は災害時における機能の確保や被
災後の早期復旧が強く求められており、下水道施設の浸水対策を図るため下水道施設耐水化事業を実施するものである。

盛岡市

＜事業概要＞
整備内容 ： 汚水中継ポンプ場６箇所（マンホールポンプ２箇所含む）

雨水ポンプ場７箇所（ポンプゲート２箇所含む）
雨水高速処理施設１箇所

短期（～R7) 中期（R8～R12） 長期（R１３～）

施設の耐水化

【内水氾濫対策】
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下水道幹線の整備 （盛岡市公共下水道（雨水）管渠整備事業）

盛岡市

盛岡市

位置図

近年の局地的集中豪雨による浸水防除のためにも、公共下水道（雨水）事業の管渠整備を実施することで、市民の生命・財産の保護及
び都市機能の確保を図ります。

具体的な取組み内容

大雨時 整備状況

＜下水道事業計画＞
当初認可年月日 昭和28年3月31日
現認可年月日 令和5年3月20日
事業計画面積 4819.2ha
整備面積 3311.3ha
整備率 68.7%
令和５年３月末時点

短期（～R7) 中期（R8～R12） 長期（R１３～）

排水路の整備

【内水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

準用河川の整備促進

盛岡市

盛岡市

位置図 具体的な取組み内容

都市化による雨水流出量の増加や、近年の局地的な大雨による浸水被害を防ぎ、快適で安全な暮らしを守るため、河川の整備を
促進し、治水安全度の向上を図ります。

・盛岡市内には準用河川が19河川あり、改修済みは11河川となって
いる。整備率は約78％(令和５年３月末)である。

・周辺環境に配慮し多自然護岸による整備を実施している。
・現在は、大葛川、木伏川と広川の整備を進めている。

状況写真

道路冠水状況（H25.8.9） 整備状況

準用河川広川

準用河川大葛川

準用河川広川

盛 岡 市

準用河川の整備スケジュール

短期（～R7) 中期（R8～R12) 長期（R13～）

準用河川全体

大葛川
木伏川

広川

準用河川木伏川

21
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

普通河川の整備促進

盛岡市

盛岡市

位置図 具体的な取組み内容

都市化による雨水流出量の増加や、近年の局地的な大雨による浸水被害を防ぎ、快適で安全な暮らしを守るため、河川の整備を
促進し、治水安全度の向上を図ります。

・盛岡市内には名称のある普通河川が140河川あり、改修は過去の被
害等により緊急度、優先度の高い河川から順次整備している。

・主要な普通河川の整備率は約55％(令和５年３月末)である。
・現在は、沢口川の整備を進めている。

状況写真

道路冠水状況（H25.8.9） 整備状況

普通河川沢口川

普通河川沢口川

盛 岡 市

普通河川の整備スケジュール

短期（～R7) 中期（R8～R12) 長期（R13～）

普通河川全体

沢口川

【洪水氾濫対策】
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

維持管理が容易で安全性の高い防災調整池

盛岡市

盛岡南公園の防災調整池は、新設野球場敷地外周の利用頻度の低い駐車場の一部を掘り下げ開渠として確保する。これにより、工事期間中及び供用
開始後の周辺住宅や水田への雨水の流出を着実に防止する。また、開渠とすることで地下式に比べ日常の点検や清掃が容易に行うことができる。

第一号調整池

第二号調整池

新設野球場

盛岡駅

位置図 具体的な取組み内容

駐車場調整池の啓発活動の一環とし
て、管理者をはじめ地域住民に広く認
識・理解を得られるよう、施設の目
的・効果・概要・注記等を記した看板
（サインボード）を設置することが有効
である。

パース図

岩手飯岡駅

岩手飯岡駅

断面図

平面図
第一号調整池

V=7,508m3

第二号調整池
V=2,423m3平面図・断面図

駐車場使用時イメージ

調整池の啓発活動

盛岡南公園

パース図

流域の雨水貯留
機能の向上【 】
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都市下水路の維持管理

花巻市

具体的な取組み内容

都市下水路について雨水排水機能を確保するために適切な維持管理を行う。

花巻市 都市下水路位置図位置図 花巻市

○ 都市下水路（総延長14.3ｋｍ）に
ついて、雨水排水機能を確保する
ための維持管理を実施

・閉塞物除去
・浚渫清掃
・周辺除草
・マンホール補修
・フェンス等補修

維持管理メニュー

旧後川都市下水路

対象施設の一部

籠堰都市下水路

山の神都市下水路浚渫作業

維持管理状況の一部

二枚橋都市下水路ＭＨ修繕

好地都市下水路
L=920m

二枚橋都市下水路
L=6,044m

直町都市下水路
L=1,250m

旧後川都市下水路
L=1,139m

新川都市下水路
L=1,174m

大堰川都市下水路
L=790m

篭堰都市下水路
L=681m

滝の沢川都市下水路
L=604m

山の神都市下水路
L=1,684m

【内水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

準用河川の整備促進と排水路整備・維持管理による治水・排水機能の改善改修事業

花巻市

近年の急速な気候変動に伴う局所豪雨により、北上川水系の氾濫を防止するため、準用河川及び普通河川の浚渫を行うとともに、河川
改修事業を実施し、治水・排水機能の向上を図ります。

花巻市

位置図
＜事業の概要＞
〇緊急浚渫推進事業債の活用

事業内容 ： 河川浚渫（１８河川）
V=12,000m3

事業期間 ： 令和２年度
～令和６年度

①具体的な取組み内容

堆積土砂状況

＜事業の概要＞
〇緊急自然災害防止対策事業債の活用

事業内容 ： 河川改修 2,840m
事業期間 ： 令和元年度～

②具体的な取組み内容

改修済区間状況

未改修区間状況

被災状況(上流)

被災状況(下流)

整備効果

過去の災害における被害状況
発生年月日

平成19年9月

（2007年）

平成25年8月

(2013年)

８月9日　大雨による被害(8月9日24時間降水量大迫135.5ミリ日最大１時間降水量大迫63.5ミリ）

　・人的被害　死者1名

　・建物被害　半壊1棟(住家)、床上浸水1棟(住家)、床下浸水50棟(住家)、非住家被害16棟

　・農作物の被害　冠水、土砂流入によるもの　面積約240ｈａ　被害農家230戸

　・商工関係の被害　3事業所

　・土木施設　河川護岸崩壊140箇所、道路法面崩壊171箇所

　・農地・農業用施設の被害　399箇所

　・林業関係の被害　12箇所

9月17～18日　前線停滞による豪雨洪水被害

　市全域：床上浸水78棟、床下浸水157棟、住宅変形1、農作物農地農業施設等冠水、丸大ハムへの浸水、道路等土木

施設法面崩壊、路肩決壊、護岸崩壊、土砂崩れ、林道被害

主な被害発生年月日

昭和22年9月

（1947年）

昭和23年9月

（1948年）

平成2年9月
（1990年）

平成7年8月

（1995年）

平成10年8月

（1998年）

平成14年7月

（2002年）

平成19年9月

（2007年）

平成19年9月

（2007年）

大雨による豪雨洪水被害

　石鳥谷地域：床上浸水3棟、床下浸水4棟

豪雨洪水被害

　大迫地域：床上浸水1棟、農地法面崩壊、冠水、道路決壊、土砂崩れ、堤防決壊

台風6号による豪雨洪水被害

　花巻地域：重傷者1人、住家被害196棟

　大迫地域：床上浸水1棟、冠水、土砂崩れ
　石鳥谷地域：床上浸水7棟、床下浸水19棟

9月7日 台風９号による風被害

　市全域：重傷者1人、倒木

9月10日 大雨による被害

　市全域：軽症1人、床上浸水2棟、床下浸水41棟、土砂崩れ、道路被害、乗用車損壊

台風19号による豪雨洪水被害
　花巻地域：床上浸水2棟、床下浸水49棟

　大迫地域：床上浸水8棟、道路決壊、橋梁流失、簡易水道破損、河川護岸崩壊

　石鳥谷地域：床上浸水5棟、床下浸水13棟

主な被害

カスリン台風による豪雨洪水被害

　花巻地域：家屋流失24棟、床上浸水497棟、死者5人

　石鳥谷地域：家屋流出2棟、家屋半壊3棟、床上浸水38棟、床下浸水139棟

アイオン台風による豪雨洪水被害

　花巻地域：家屋流失23棟、床上浸水620棟、床下浸水255棟

　石鳥谷地域：非住家全壊3棟、床下浸水9棟

①緊急浚渫事業の実施工程（予定）

区 分
対策
内容

実施
主体

工 期

短期 中期 中長期

流域に
おける対策

浚渫 花巻市

②自然災害防止対策事業の実施工程（予定）

区 分
対策
内容

実施
主体

工期

短期 中期 中長期

流域に
おける対策

改修 花巻市 25
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準用河川の整備促進 （飯豊川河川改修事業）

位置図 具体的な取組み内容

河床が洗堀され流下能力が不足したため、台風等の集中豪雨時に周囲が冠水し、家屋浸水も懸念される状況にあった。
氾濫被害の防止、安全で住みよい環境を確保するために河川整備を行っているもの。

北上市

事業名：飯豊川河川改修工事
整備内容：護岸ブロック張替え

崩落した法面の成型
Ｌ＝533ｍ

全体費用：およそ２億円
事業期間：Ｈ２７～Ｒ８

北上市【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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準用河川の整備促進 （赤羽根川河川改修事業）

遠野市

位置図

過去に洪水被害が多発している、準用河川赤羽根川の河川改修事業と合わせ県営ほ場整備事業を実施し、河川の
流下能力の確保と「田んぼダム」の取組みによる流出抑制を図る。

遠野市

釜石市

遠野駅

遠野ＩＣ

準用河川赤羽根川河川改修

遠野住田ＩＣ

遠野市

現状 河川は蛇行し流下能力不足により浸水被害が発生
水田は不整形、小面積で耕作道も狭小で不効率

計画 準用河川赤羽根川改修約3.2㎞
（令和６年度より調査計画を予定）

ほ場整備約40ha
効果 河川改修により持続可能な河道の流下能力の確保

田んぼダムの取組みによる流出抑制

具体的な取組み内容

河川改修 約3.2㎞

ほ場整備 約40ha

遠野住田ＩＣ

平成11年7月14日撮影

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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下水道幹線の整備 （花泉排水区浸水対策事業）

一関市

一関市

位置図

具体的な取組み内容

一関市花泉町天神前地区の既設排水路は断面が小さく流下能力不足による浸水被害が発生している。このため、浸水被害の軽減を図る目的で
平成29年度から社会資本整備総合交付金により雨水幹線整備を進めている。流末は県が管理する一級河川『北上川水系金流川』

花泉排水区浸水対策事業整備計画

〔一関市：花泉排水区〕（雨水）
全体計画面積：137ha
事業計画面積：105ha 排水区面積： 29ha
第１期 Ｈ29～Ｒ３
第2期 未定

下水道幹線の整備

H25.7.26大雨

H19.9.7 台風9号

当該地区の既設水路は水路断面が小さいほか、水路方線が大きく蛇行しており、水路壁面に衝突
した雨水が宅地に浸入している箇所もある。このため、地元住民から雨水排水路整備に対する要
望が強い。
工 事 名 ：天神前地区排水路整備事業
事業概要：水路工1300×900～1200他 Ｌ=632ｍ
令和３年度までに第１期整備区間632ｍの整備が完了

【内水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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準用河川・普通河川の整備促進 （緊急浚渫推進事業債を活用した市管理河川の整備）

一関市

一関市

位置図 具体的な取組み内容

国がＲ２～６年度の事業年度で創設した『緊急浚渫推進事業』を活用し市が管理する準用、普通河川の土砂浚渫を実施する
国県管理河川で同様の浚渫等を実施するのに合わせ、同じ水系の市管理河川で実施することで同水系での一体的な対応、効果の向上を図る

（現状）定期的な浚渫対応は費用的な
面から実施は困難であり、結果、経年
を経た土砂堆積により出水時は氾濫
などの危険性が高まっている。

↓
○現場調査や住民要望により、土砂
堆積箇所を確認。その中でも集落や
国県道付近など、氾濫時の被害や影
響の大きさで実施順を決める。また、
国、県に同事業の対応箇所を聞き取
りし、同一水系の対応実施箇所の参
考とする。

↓
○上記の現地調査結果や国、県の対
応状況（予定）を参考として実施個所
を選定し、土砂浚渫を実施することに
より、出水時の氾濫の危険性の低下、
同一水系で一体となった治水対策の
実施となる。

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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準用河川・普通河川の整備促進 （流域河川改修事業）

八幡平市

位置図 具体的な取組み内容

市内の準用河川及び普通河川は、過去の台風や大雨等で幾度となく増水し浸水被害を繰り返したため、河道内に土砂堆積や河床洗堀
が見られ、今後想定される大雨等の発生時には、再び浸水被害が発生することから、河川改修事業を実施する。

（現状）市内の準用河川、普通河川
は、台風や大雨等で幾度となく増水
し、浸水被害を繰り返している。

○過去の台風及び大雨等により河
道内に土砂が堆積、あるいは河床
の洗堀が生じている。

○市が管理する４準用河川の河道掘
削と道路横断構造物の整備を行う。

流域河川改修事業の実施工程（予定）

区 分 対 策
工程

短期 中期 中長期

流域における対策
流域河川改修事
業

八幡平市

深沢川

アセ沼川

鴨田川

金沢川

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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排水路の整備 （南前沢地区災害防止事業）

奥州市

南前沢地区における北上川合流部付近において集中豪雨時に発生する内水浸水被害を軽減するため災害防止事業を実施した。

北
上
川→

磐井川

→ 千厩川

南川

盛
岡
市簗川

滝名川

岩崎川

諸葛川

岩手県

奥州市

宮城県

八幡平市

岩手町

滝沢市
盛岡市

雫石町

矢巾町

紫波町

花巻市

西和賀町

北上市

遠野市

金ケ崎町 奥州市

平泉町

一関市

位置図 具体的な取り組み内容

事業実施状況

令和元年 令和２年

事業内容

・橋梁撤去
・排水機場
ゲート改修

・太郎ケ沢川と
前沢水路合流
部拡幅改修

平成３０年６月の集中豪雨において発生した内水浸水被害の原因となった不具合箇
所の改修等を行い、当該地区の災害防止対策を図り、地域住民の安心・安全な暮らし
に寄与する。

実施箇所

事業実施箇所

南前沢ニュー
タウン

橋梁撤去

河川・水路
合流部拡幅

改修

太郎ケ沢川

前
沢
水
路

排水機場
ゲート改修

【内水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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準用河川・普通河川の整備促進 （緊急浚渫推進事業債を活用した市管理河川の整備）

奥州市

令和元年より年次計画において、市管理河川のうち２４箇所の浚渫を行い河道確保に努め災害発生リスクを軽減させる。

北
上
川

→

磐井川

→ 千厩川

南川

盛
岡
市簗川

滝名川

岩崎川

諸葛川

岩手県

奥州市

宮城県

八幡平市

岩手町

滝沢市
盛岡市

雫石町

矢巾町

紫波町

花巻市

西和賀町

北上市

遠野市

金ケ崎町 奥州市

平泉町

一関市

位置図 具体的な取り組み内容

事業実施状況

市が管理する準用河川及び普通河川の土砂堆積は深刻な状況であり、今後想定さ
れる大雨時には更なる浸水被害が発生する可能性が懸念される。

このため、緊急浚渫推進事業債を活用し計画的に河道掘削を行うことにより浸水被
害の発生リスクの軽減を図る。

※令和元年度は緊急自然災害防止対策事業を活用

実施状況写真

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
令和５年

以降

事業箇所
（重複あり）

５箇所
L=810m

５箇所
L=1,215m

６箇所
L=1,526m

７箇所
L=2,097m

６箇所
L=4,330m



排水路の整備 （大釜排水区雨水施設整備事業）

・既存大釜２号排水路の断面改修及び国道46号を横断
するバイパス管の新設。

・計画期間 令和元年度から令和6年度まで

・大釜２号排水路断面改修

計画断面 ⊔2400×1200mm ～ ⊔3300×1000mm

改修延長 L=518m

・国道46号横断バイパス管

計画断面 φ1500mm L=33m
既存排水路改修断面

滝沢市

盛岡市

大釜排水区

改修区間 L=551m

滝沢市雨水事業計画区域図

盛岡市

滝沢市大釜地区

・S54～S60に岩手県の「県営排水対策特別事業大釜地
区」において農業用排水路として「大釜2号排水路」が整
備。当該地域の雨水排水路も兼用していたがH19，H25
年豪雨で大釜地区の一部が浸水。近年の短時間集中豪
雨により、滝沢市内では最も内水被害のリスクが高い地
区である。
・H26に施設所有者である岩手山麓土地改良区と浸水解
消に向け協議・検討を開始。H30に当該地区の浸水対策
について、滝沢市主体の下水道事業（雨水）により解消
することとし、令和２年３月に当該排水路の一部を雨水幹
線に位置付けた事業計画に変更して事業を進めている。

雨水排水施設整備概要

事業進捗状況

① ③

④②

H25.8豪雨の浸水状況

位置図等 図：大釜排水区拡大図

滝沢市【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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R1 R2 R3 R4 R5 R6～

実施
内容

事業計画
変更

詳細
設計1

詳細
設計2

改修
工事

国道46号

ﾊﾞｲﾊﾟｽ管工事



仁沢瀬川は岩手山麓周辺に発し雫石町との市町境を流下して雫石川に合流する河川で、平成7年度以降、4回（H7,H14,H19,H25）の
床下浸水が発生している。滝沢市では平成28年3月に管理者である岩手山麓土地改良区より河川の譲渡を受け、準用河川指定し改
修事業に着手した。

準用河川の整備促進 （仁沢瀬川改修事業）

位置図 改修概要

事業進捗状況

準用河川仁沢瀬川

改修延長 L=2,600ｍ

H25.8出水状況① H25.8出水状況② H25.8出水状況③

①

②

③

標準断面図

写真：カワシンジュガイ

拡大図

北

課題：安全・安心確保のため地域からは早
急な整備完了を求められており、R4年度以

降、仮設計画を踏まえて効率的に工事を進
めることとしているが、予算の確保が課題で
ある。盛岡市

雫石町

滝沢市

御所ダム 雫石川

外水氾濫

浸水範囲

国道46号

改
修

区
間

L
=
2
.6

km

準
用

河
川

仁
沢

瀬
川

指
定

区
間

L
=
6
.2

km

JR田沢湖線・秋田新幹線

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4～R28

実施
内容

事業計画
策定

工事実施予定設計業務 用地補償

事業期間：平成28年度から令和28年度
総事業費：防災・安全社会資本整備交付金事業
改修延長：L=2,600m
計画流量：Q=50㎥/s（N=1/20）
特色：カワシンジュガイ（絶滅危惧ⅠB類）等の希少
動植物の生息が確認されており、現況の澪筋を極力残しな
がら、動植物に配慮した河道計画としている。

滝沢市【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

河川堆積土砂対策の推進（河道掘削事業）

岩手町

岩 手 町位置図 主な取組み内容（江刈内川）

国の緊急浚渫推進事業債を活用し、北上川水系の準用河川（江刈内川・小山沢川）における河川堆
積土砂の撤去を行い、河川の流下能力の確保を維持し、流域での洪水対策を図ります。

江刈内川河道掘削
（R3・R5）

土砂堆積状況

準用河川 江刈内川

推定土砂堆積量4,000㎥

事業内容
工 程

R2 R3 R4 R5 R6

河道掘削

土砂量
（㎥）

調査・計画 1,750 調査・計画 1,800 1,800

事業の実施工程

小山沢川河道掘削
（R6）

【洪水氾濫対策】
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

ため池やクリーク（農業用水路）の利用（県有一方井ダム）

岩手町

岩 手 町位置図 具体的な取組み内容

大雨などの気象警報は発せられた場合や早期警戒情報が発表された場合、町が管理する農業用ダ
ム（県有一方井ダム）において貯水余力を向上を目的に予防放流を行い、氾濫対策を図ります。

一方井ダム

事前放流のフロー

【一方井ダムの諸元】
傾斜コア型ロックフィルダム
・集水面積 5.58㎢
・常時満水位 401.50m
・総貯水量 2,240,000m
（有効貯水量 2,170,000m）
・かんがい用最大取水量

0.771m3/S
・非常用最大放流量

14.19m3/S
【かんがい区域等】

岩手町一方井地域
かんがい面積 610.9ha

【盛岡地方気象台】
大雨特別警報・大雨警報

台風接近情報・早期警戒
情報の発表

※イメージ

【岩手町（農林課）・一方井土地改良区】

ダム点検・貯水量・利水量を確認したう
えで事前放流を実施する

流域の雨水貯留
機能の向上【 】

36



排水路の整備 （公共下水道雨水管理総合計画に基づく内水浸水対策の整備）

紫波町

○公共下水道雨水管理総合計画に基づく内水浸水対策の整備実施
本町の下水道事業は、汚水整備が概成され今後は局所的に頻発している浸水被害を解消すべく、雨水整備事業を重点的に実施していく方針である。
公共下水道雨水管理総合計画により、浸水シミュレーション解析からの当面、中期対策を立案し、内水浸水対策の解消整備を実施するものである。

紫波町

具体的な取組み内容

段階的
浸水対策の
実施

区 分 対 策
工程

短期 中期 中長期

過去に浸水が発生
し今後も浸水防止
対策が必要な場所
の解消

段階的対策及び
浸水解消対策の
検討と実施

段階的対
策の詳細
設計と実施

浸水解消
に係る基本
計画、事業
計画変更

浸水解消
の実施整
備

浸水対策の実施工程（予定）

位置図

浸水地区

【内水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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普通河川の整備促進

紫波町

紫波町

位置図

岩手県が施行する星山・犬吠森地区圃場整備事業における水路改修に併せて、普通河川間木沢川の改修を行っている。事業主体は岩
手県であり、町から改修費用の一部を負担する。

改修前

具体的な取組み内容

改修後

・河川改修
開渠工（Ｌ型水路）
Ｌ＝668.80ｍ
Ｗ＝3700～4000㎜
Ｈ＝1600㎜

改修前 改修後

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

公園貯留（紫波運動公園）

紫波町

普通河川大坪川が越流した場合、紫波運動公園の出入り口を１トン土のうバックで一時締め切り、桜町字上川原及び下川原地内への流
入を抑制し、水害の縮減を図る。

紫波町

具体的な取組み内容位置図

大坪川

普通土のう10ｍ+トンバック106.3ｍ+普通土のう2ｍ

桜町字上川原、下川原地区

県道紫波江繋線

北
上
川
日
詰
堤
防
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流域の雨水貯留
機能の向上【 】



矢巾町

排水路の整備 （市街地区域内における排水路の整備・維持管理）

【内水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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矢巾町

普通河川の整備促進

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

41



矢巾町流域の雨水貯留
機能の向上【 】

駐車場の耐水性舗装

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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水田貯留（田んぼダム）の取組み推進

矢巾町

平成２５年８月の大雨において、市街地に甚大な浸水被害が生じた経験を踏まえ、営農しながら取り組むことができ、地域の防災・減災
に貢献する「水田貯留（田んぼダム）」を実施し、水災害リスクを低減させる。

具体的な取組み内容

田んぼダム（水田貯留）の取組工程（予定）

◇ 前年度に引き続き田んぼダム（水田貯留）の取り組みを推進。
◇ 落水口にあった調整器具の選定に係る実証を踏まえ、同タイプの落水口

ほ場へ調整器具設置により事業の横展開を推進

◇令和３年度 一部モデルエリアでの実証、地域理解及び意識の醸成
◇令和４年度 同落水口での事業横展開
◇令和５年度 他地域への横展開（予定）

平成25年８月の豪雨災害における被害状況

岩崎川の氾濫により市街地が冠水（平成25年8月）

◇ 人的被害なし。
◇ 住家等、床上浸水151棟、床下浸水436棟
◇ 河川護岸決壊、法面崩壊、落橋、道路崩壊

【事業の概要】
水田落水口への調整

器具設置により、流出
抑制を図り、下流域の
水災害リスクの低減を
図る。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【 】流域の雨水貯留
機能の向上

位置図
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矢巾町

◇ 時期 令和４年６月中旬
◇ 範囲 矢巾町大字煙山地内ほ場
◇ 内容 雨水貯留機能を発揮し、貯留した水を時間をかけてゆっくりと排水するには水田の落水口や想定する降雨に応じた適切な流

出量調整器具の選定が重要であることから、令和３年度に行った地域の落水口にあった調整器具の選定に係る実証を踏ま
え、同ほ場整備実施箇所における横展開を推進

【事業の実証を踏まえた地域における横展開】

【令和３年度に実施した事業実証の検証】

◇ 営農者へ負担がかからないこと
◇ 安価で管理しやすく受け入れやすいこと
◇ 耕作へ支障がでないこと

が重要であり、同時期のほ場整備箇所（同じ落水口）には安価で
管理しやすい同型の調整器具を用いて事業を横展開することが有
効であることを実証の結論とした

【実証効果の検証】

耕作者に対して聞き取り調査を行ったところ収量が落ちるなど
の影響、雨水を貯めた後の農作業へ明らかな影響は見られな
かった。全体として、通常の水管理と変わりなかったという意見
であった。

【事業の横展開】

【今後の見込みと検討事項】

令和３年度 ４枚 ２．６８ｈａ
令和４年度 ２４枚 １３．３８ｈａ （対前年：２０枚 １０．７ｈａ）

県営ほ場整備事業で同落水口を整備済みである煙山西部地
区について、面積、ほ場枚数を増やして事業を実施

令和５年度以降 取組面積の拡大
落水口が異なる地区における事業の展開
多面的機能支払交付金の活用検討（計画変更）
ほ場整備未実施箇所の実証（畦畔など）
新規ほ場整備地区への展開

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【 】流域の雨水貯留
機能の向上
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準用河川・普通河川の整備促進 （緊急浚渫推進事業債を活用した町管理河川の整備）

金ケ崎町

令和３年度より年次計画において、町内準用河川のうち２河川の浚渫を行い河道確保に努め災害発生リスクを軽減させる。

位置図 具体的な取り組み内容

浚渫事業計画

令和４年度 令和５年度 令和６年度

事業河川
（施行延長）

石持沢川
（L=250m）

石持沢川
（L=350m）

小湯沢川
（L=350m）

町が管理する準用河川の土砂堆積は深刻な状況であり、通水断面が阻害されており、
大雨の際に浸水被害が発生する可能性が懸念される。

このため、緊急浚渫推進事業債を活用し、堆積した土砂の状況を確認するとともに、計
画的な土砂の撤去を行い、準用河川の適切な管理及び河川の機能を確保し、浸水被害の
発生リスクの軽減を図る。

浚渫工事実施状況写真

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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宮城県

浚渫工事箇所

準用河川石持沢川

準用河川小湯沢川

１級河川黒沢川

浚渫状況確認

浚渫前 浚渫後



準用河川・普通河川の整備促進 （緊急浚渫推進事業）

平泉町

位置図 具体的な取組み内容

緊急浚渫推進事業は、令和元年台風第19号による河川氾濫等の大規模な浸水被害が相次ぐ中、地方団体が単独事業として緊急的に河

川の浚渫を実施できるよう創設され、平泉町では、令和２年度より、準用河川、普通河川の７河川について実施し、現況河道の流下能力
の確保を図ります。

平泉町

緊急浚渫推進事業
位置図①

緊急浚渫推進事業位置図②～⑦

事業個所

＜事業の概要＞
事業内容 ： 平泉町が管理する

北上川水系
①準用河川太田川
②準用河川笹谷川
③準用河川荒川
④普通河川鈴沢川
⑤普通河川大平川
⑥普通河川矢の尻川
⑦普通河川平石沢川
の堆積土砂掘削を行う。

実施期間 ： 令和２年度～
令和６年度（予定）

予定事業量 ： 令和２年度 140㎥
令和３年度 2,000㎥
令和４年度 2,000㎥
令和５年度 2,000㎥
令和６年度 2,860㎥

計 9,000㎥
（各年度の浚渫土砂量）

【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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事前放流等の実施

東北農政局
北上土地改良調査

管理事務所

位置図 具体的な取組み内容

北上川水系の農業用ダム（山王海ダム、葛丸ダム、豊沢ダム、煙山ダム、相川ダム、千松ダム）において、令和２年の出水期から洪水調
節機能強化の取組を開始。

流水の貯留
機能の拡大【 】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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北上川流域における国有林の森林整備・治山対策の推進

盛岡森林管理署

具体的な取組み内容

北上川上流森林計画区内の国有林は、盛岡森林管理署が管理経営を行っており、森林の有する土砂流出防止や水源涵養機能等の適
切な発揮に向けて各種事業を行っています。

北上川

◉ 盛岡森林管理署

位置図

国有林野施業実施計画（数値は計画値）

事業区分 北上川上流森林計画区
（R３年度～R７年度）

治 山
渓間工 11箇所
山腹工 1箇所
保安林整備 200ha

森林整備

間伐 7,197ha
更新（造林） 819ha
保育（下刈） 1,489ha

（除伐） 271ha
林道（開設） 12,770ｍ

【森林整備：間伐(紫波町)】 【治山：渓間工（雫石町）】

【森林整備：林道開設(岩手町)】 【治山：山腹工（雫石町）】

※令和８年度以降の事業量は、
実施計画確定後に掲上する。

流域の雨水貯留
機能の向上【 】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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北上川流域における国有林の森林整備・治山対策の推進

岩手南部森林管理署
岩手南部森林管理署遠野支署

具体的な取組み内容

北上川中流森林計画区内の国有林は、岩手南部森林管理署及び岩手南部森林管理署遠野支署が管理経営を行っており、森林の有す
る土砂流出防止や水源涵養機能等の適切な発揮に向けて各種事業を行っています。

◉ 岩手南部森林管理署

岩手南部森林管理署
遠野支署 ◉

北上川

位置図

国有林野施業実施計画（数値は計画値）

事業区分 北上川中流森林計画区
（令和5年度～令和9年度）

治 山
渓間工 59箇所
山腹工 25箇所
保安林整備 932ha

森林整備

間伐 11,906ha
更新（造林） 2,182ha
保育（下刈） 3,307ha

（除伐） 655ha
林道（開設） 21,220ｍ

（改良） 1,358ｍ

【森林整備：間伐(花巻市)】 【治山：渓間工（一関市）】

【森林整備：林道開設(遠野市)】 【治山：山腹工（奥州市）】

※令和１０年度以降の事業量は、
実施計画確定後に掲上する。

流域の雨水貯留
機能の向上【 】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

水源林造成事業による森林の整備・保全

（国研）森林研究・整備機構 森林整備センター

具体的な取組み内容

北上川流域内の水源林造成事業地において除間伐等の適切な森林整備を実施することにより、土砂流出防止や水源涵養機能等森林の
有する公益的機能の維持増進を図ります。

岩手県

宮城県

位置図

北上川（上流）流域

水源林造成事業地

針交混交林 育成複層林

流域における水源林の整備

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助
努力等によっては適正な整備が見込めない箇所において、針広混交林等
の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図
る事業です。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施するこ
とで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、森林土壌等の保水力の強化
や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
・北上川（上流）流域における水源林造成事業地は、約220箇所（12市
町、森林面積約8千ha）であり、流域治水に資する除間伐等の森林整備
を計画的に実施していきます。

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

北上川

「電子地形図２５０００（国土地理院）を加工して作成」



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

事前放流等の実施 （県営造成農業用ダムにおける洪水調節機能強化の取組）

北上川水系の県営造成農業用ダム10基のうち、かんがい用水容量を有する３基のダム（金越沢ダム、鶯宿ダム、衣川５号ダム）におい
て、令和２年の出水期から洪水調節機能強化の取組を開始しました。

位置図

↓↓↓↓↓↓↓ ↓↓↓↓↓↓↓

［流入］ 【ダム上流域】

（洪水時最高水位）

【ダム】

洪水調節容量

（常時満水位）

［貯水位を低下させて洪水調節のための容量を確保］ 有効貯水容量

▽
Ξ

かんがい用水容量

（最低水位）

（堆砂）

［降雨］

ダム名 金越沢ダム 鶯宿ダム 衣川５号ダム

事前放流
（6～8月）

時期ごと
の貯水位

運用
（9～10月）

　常時満水位
からあらかじめ
1.00ｍ低下

　常時満水位
からあらかじめ
4.50ｍ低下

　常時満水位
からあらかじめ
0.40ｍ低下

　大雨が予想された時、貯水位が常時満水位
より高い場合に、常時満水位まで事前放流を
実施

具体的な取組み内容

流水の貯留
機能の拡大【 】 岩手県農林水産部
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奥州市江刺梁川の重要な水源である赤部地区において、荒廃森林の整備により、水源かん養機能の維持向上と下流域への土砂流出を軽減します。

位置図 具体的な取組み内容

治山事業・森林整備の実施工程

（現状）

〇当該地区の森林は水源かん養保安
林であるが、雪害や松くい虫被害によ
る森林荒廃により、森林の保水機能の
低下が懸念。

○森林の荒廃が進むことにより下流域
への土砂流出が懸念されることから樹
種転換により気象害や病虫害に強い
森林整備が必要。

（対策）
○アカマツからスギへの樹種転換を

実施
○既存の上層木を活かした複層林施

業を実施

岩手県農林水産部

区 分 対 策

工程

短期 中期 中長期

流域における対策
（治山、森林整備）

森林の水源かん
養機能の維持向
上、土砂、流木の
流出抑制

◎森林荒廃の状況
・枯損木、倒木等が多
数存在

◎対策工

保安林改良ののち、
保安林整備を実施取組のイメージ

※林野庁資料より流用

森林整備・流木・土砂流出抑制対策（治山対策）

流域の雨水貯留
機能の向上【 】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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森林整備



堤防整備・河道掘削 （北上川（上流）広域河川改修事業）

岩手町

位置図 具体的な取組み内容

北上川沼宮内地区は、断面が狭小で流下能力が不足しているため、平成22年7月の豪雨では家屋29戸の浸水被害が発生し、国道4号も冠
水により通行止めになる等甚大な被害が発生している。このため、沿川の状況や土地利用等を考慮し、遊水地及び河道掘削、築堤等の河川改
修を実施することにより、洪水被害を軽減することを目的としている。

＜事業の概要＞
整備内容 ：計画延長 L=4,600m

築堤 V=59,000m3
掘削 V=34,000m3
護岸 A=27,700m2

事業着手 ：平成23年度
整備目標 ：治水安全度1/20
目標流量 ：120～150m3/s
洪水調節量 ：30m3/s
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遊水地平面図

短期 中期 中長期
河川に

おける対策
北上川（上流）
広域河川改修事業

岩手県
県土整備部

工期
実施主体対策内容区分

実施工程

岩手県県土整備部【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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宮城県

秋田県

青森県

岩手県庁

米代川水系

馬淵川水系

北上川水系

久慈川水系

綾里川水系

盛川水系

久慈市

大船渡市

釜石市

滝ダム

日向ダム

鷹生ダム

綾里川ダム

甲子川水系

早池峰ダム

入畑ダム

綱取ダム

遠野ダム

事前放流等の実施 （既存ダムを最大限活用するための「事前放流」の実施）

岩手県県土整備部が管理する５ダム（綱取、早池峰、入畑、遠野第二、簗川）は、計画を上回る洪水が想定（ダムが満杯にな
る）された場合、北上川水系（北上川上流）治水協定に基づき事前放流を行うこととしています。

県土整備部が管理するダム（朱書きは北上川水系の事前放流を実施するダム）

位置図

簗川ダム

洪水期（7/1～9/30） 単位：特記なきは千m3
有効貯水容量 事前放流実施要領

計画 事前放流を反映
洪水調節容量 利水容量 確保容量 洪水調節容量 （増加割合）

綱取ダム 13,300 11,100 2,200 800 11,900 (107%)
早池峰ダム 15,750 9,700 6,050 906 10,606 (109%)
入畑ダム 13,900 4,500 9,400 1,164 5,664 (126%)
遠野ダム 920 920 － － 920 (100%)
遠野第二ダム 221 181 40 52 233 (129%)
簗川ダム 16,700 11,700 5,000 1,210 12,910 (110%)

計 60,791 38,101 22,690 4,132 42,233 (111%)

非洪水期（10/1～6/30） 単位：特記なきは千m3
有効貯水容量 事前放流実施要領

計画 事前放流を反映
洪水調節容量 利水容量 確保容量 洪水調節容量 （増加割合）

綱取ダム 13,300 10,100 3,200 1,000 11,100 (110%)
早池峰ダム 15,750 9,700 6,050 906 10,606 (109%)
入畑ダム 13,900 700 13,200 1,164 1,864 (266%)
遠野ダム 920 920 － － 920 (100%)
遠野第二ダム 221 181 40 52 233 (129%)
簗川ダム 16,700 11,700 5,000 1,210 12,910 (110%)

計 60,791 33,301 27,490 4,332 37,633 (113%)

※事前放流実施要領では、貯水池の急激な水位変動を防ぐために貯水位下降速度を１ｍ/日以内と
なるように目標水位を設定している。

※取水放流設備を有していない遠野ダムは、放流量を人為的に増減することができないことから、
事前放流の取組の対象外となる。

遠野第二ダム

流水の貯留
機能の拡大【 】 岩手県県土整備部氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策） （北上川水系 岩の目の沢 事業間連携砂防等事業）

花巻市

位置図 具体的な取組み内容

岩の目の沢は１級河川北上川水系支川稗貫川に流入する土石流危険渓流であり、平成25年8月豪雨において土砂流出が発生し、
国道396号が通行止めとなりました。渓岸侵食が進行しているとともに、渓床に不安定土砂が堆積するなど、豪雨による土石流
の発生が懸念されていることから、土砂災害対策施設を整備し、人家及び道路を保全します。

工種：砂防堰堤1基（堤長38m、堤高12.5m）
保全対象 ：人家4戸、国道130m、市道230m、
事業期間 ：H30～R4

【ソフト対策の状況】
・土砂災害警戒区域及び特別警戒区域指定
済（平成27年8月）
・土砂災害・洪水防災地図（ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ）
（公表H27.10更新、全戸配布）

透過型砂防堰堤

流域概要図

①

砂防堰堤

①

渓岸浸食状況

38.0m

12.5m

岩の目の沢

国道396号

一級河川稗貫川

国道396号

一級河川稗貫川

【土砂災害対策】 岩手県県土整備部氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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【北上川上流ダム再生の実施工程】過去の災害における被害状況

北上川上流ダム再生事業

北上川上流ダム再生事業は、岩手県の県都であり国道4号、46号、東北新幹線など北東北の交通の要衝でもある盛岡市を水害から守る
ために、四十四田ダムのかさ上げ及び御所ダムの操作方法の変更により治水機能の増強を図るものである。

位置図

○北上川流域ではこれまで、昭和22年9月洪水（カスリン台風）、昭和23年9月洪水（アイオン台
風）、 昭和56年8月洪水、平成14年7月洪水、平成19年9月洪水などで大きな被害が発生。
○近年では、平成25年9月洪水において四十四田ダムで既往最大流入量を記録。平成25年8
月洪水において御所ダムで既往最大流入量を記録。

貯水池容量配分図【四十四田ダム】

四十四田ダム（かさ上げイメージ）

御所ダム（操作の見直しを検討）

北上川

雫石川
中
津
川

館坂橋●

盛岡駅

四十四田ダム下流に住宅等資産が集中する
現地状況（平成19年 9月洪水時）

氾濫危険水位超過

御所ダム

フィル部

コンクリート部

短期 中期 中長期
区分 対策内容 実施主体

工程

北上川上流
ダム再生事業

北上川ダム統合
管理事務所

氾濫を出来る
だけ防ぐ・減ら
すための対策

＜事業効果＞

具体的な取組内容

フィル部

四十四田ダム

明治橋●

平成25年8月洪水時貯水状況
（貯留率98％）

御所ダム

ダム
再生前

ダム
再生後

【四十四田ダム】 ※かさ上げ
○場 所：岩手県盛岡市（北上川水系北上川）
○目 的：洪水調節、発電
○諸 元：重力式コンクリート・アース複合ダム

堤高 50.0m、総貯水容量 4,710万m3

【御所ダム】 ※操作の見直しを検討
○場 所：岩手県盛岡市（北上川水系雫石川）
○目 的：洪水調節、発電、工業用水、

流水の正常な機能の維持
○諸 元：重力式コンクリート・ロックフィル

複合ダム
堤高 52.5m 総貯水容量 6,500万m3

貯水池容量増大
の具体的な実施
の手法は、今後、
ダムの安全性の
確認や貯水池周
辺施設への影響
等を詳細に調査、
検討した上で決
定するものであ
り、現時点で確
定したものでは
ない。

河川整備計画の目標洪水と同規模の洪水が発生した場合に想定される浸水被害
が、ダム再生事業により早期に解消される。

現 行

出水期
（7月～9月）

総貯水容量
47,100,000m3

治水容量
33,900,000m3

利水容量
1,600,000m3

堆砂容量
11,600,000m3

洪水時最高水位
EL=171.0m

EL=174.0m

ダム高
50.0m

再生後

約2mかさ上げ

四十四田ダム
かさ上げ

出水期
（7月～9月）

総貯水容量

治水容量

利水容量

堆砂容量

洪水時最高水位

かさ上げにより貯水容量を増大

【洪水氾濫対策】 北上川ダム統合管理事務所氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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和賀岳

焼石岳

七時雨山

八幡平

岩手山

早池峰山

物見山

狐禅寺

北
上
川

一関遊水地

岩手町

雫石町
滝沢市

盛岡市

岩手県

矢巾町

紫波町

花巻市

北上市

奥州市

平泉町 一関市

栗原市

西和賀町

金ケ崎町

遠野市

八幡平市

北上川

雫石川

和賀川

猿ヶ石川

胆沢川

遠野ダム

遠野第二ダム

綱取ダム

入畑ダム

早池峰ダム

山王海ダム

豊沢ダム

岩洞ダム

葛丸ダム

相川ダム

煙山ダム

千松ダム

金越沢ダム

鶯宿ダム
外桝沢ダム

レン滝ダム

矢櫃ダム

衣川１号ダム
衣川４号ダム

衣川２号ダム

衣川３号ダム

衣川５号ダム

石羽根ダム

外山ダム

事前放流等の実施 （事前放流による洪水調節機能の強化）

北上川ダム統合管理事務所が管理する四十四田ダム、御所ダム、田瀬ダム、湯田ダム、胆沢ダムについて、大規模な洪水が予測される場
合に、利水に使用するために貯留している水を事前に放流して水位を下げる「事前放流」を実施するため、具体的な基準を策定した。

位置図 具体的な取組内容

御所ダム 四十四田ダム

湯田ダム

胆沢ダム 田瀬ダム

■事前放流により増加する洪水調節可能容量

ダム名
洪水調節容量

（万m3）

事前放流により
増加する

洪水調節可能
容量（万m3）

増加後の
容量

（万m3）

増加率
（％）

四十四田ダム ３，３９０ １０９ ３，４９９ ３．２

御 所 ダム ４，０００ ４６３ ４，４６３ １１．６

田 瀬 ダム ８，４５０ １，７３３ １０，１８３ ２０．５

湯 田 ダム ７，７８１ １，４００ ９，１８１ １８．０

胆 沢 ダム ５，１００ ４４１ ５，５４１ ８．６

５ダム合計 ２８，７２１ ４，１４６ ３２，８６７ １４．４

※

※四十四田ダムについてはダム再生事業を実施中であり、整備後には洪水調節容量がさらに増えます。

利水容量の一部

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量の一部を
あらかじめ低下させ
ることで、水害対策
に使える容量を増
やします

■事前放流とは
大規模な洪水が予測される

場合、ダムの利水に使用する
容量に貯留している水を事前
に放流し、水位を下げる操作。

流水の貯留
機能の拡大【 】 北上川ダム統合管理事務所氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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堤防整備

○河道の目標流量を安全に流下させるため「堤防整備」を実施します。

県道
東和薄衣線

16.0k

15.0k

14.4k

16.0k

15.0k

14.4k

畑の沢排水樋門

H14.7洪水状況

紫波町
想定浸水範囲

紫波地区 堤防整備 L=1,680m

▽HWL

築堤

畑
の

沢
地

区
堤

防
整

備
L=360m

標準断面

▽HWL

標準断面

築堤＋県道

(兼用堤)

岩手河川国道事務所【洪水氾濫対策】氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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堤防強化

既設堤防の安全性向上のため「堤防強化（質的整備）」を実施します。

北
上
川→

奥州市

幼稚園

公民館

浄化センター

堤防強化（質的整備）
L=1,200m

奥州市水沢姉体町 姉体地区

奥州市

浸水想定区域

浸水想定区域

浸水想定区域

整備イメージ

▽

ドレーン

一枚法化

北
上
川→

奥州市

幼稚園

公民館

浄化センター
R2補正予算実施箇所
浸透対策 L=1,200m

盛岡市三本柳 見前地区

奥州市

浸水想定区域

浸水想定区域

浸水想定区域

中学校

小学校

盛岡市

病院

保育園

幼稚園

堤防強化（質的整備）
L=300m

盛岡市

浸水想定区域

浸水想定区域

HWL

藤橋 都南中央橋

都南大橋

整備イメージ

▽

ドレーン

HWL

粘性土層

砂礫層

粘性土層

覆土型大型連結ブロック

浸透対策（遮水矢板工）

浸透を抑制

【洪水氾濫対策】 岩手河川国道事務所氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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紫波橋

奥州市

奥州市

平泉町

病院

浸水想定区域 浸水想定区域

病院

中学校

奥州市

河道掘削

紫波郡紫波町彦部 彦部地区

河道の断面積の確保や河道安定のため「河道掘削」を実施します。

紫波橋

対策前

北上市立花 黒沢尻地区

対策後

北上市

浸水想定区域

北上市浸水想定区域

北上
駅

中学校

保育園

小学校

病
院

北上市

河道掘削

黒沢尻地区 河道掘削のイメージ

奥州市前沢生母 赤生津地区

珊瑚橋

箱石橋

【洪水氾濫対策】 岩手河川国道事務所氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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一関遊水地整備

一関遊水地は、昭和22年及び昭和23年に発生した水害を契機に計画された北上川治水事業の一大プロジェクトとして、狭窄部直上流の氾濫しやす

い地理的特性を活かして計画された遊水地であり、大規模洪水時に貯留効果を発現するとともに市街地を洪水から防御する周囲堤と中小洪水から
遊水地内の農地を守る小堤の整備を行い、流域の治水安全度向上を図ります。

位置図

過去の災害における被害状況 【一関遊水地事業の実施工程】

一関遊水地

昭和56年8月洪水（周囲堤整備前）

平成19年9月洪水（周囲堤整備後）

直近の洪水による被害状況

既往の主要洪水及び被害状況

具体的な取組内容

＜事業の概要＞
整備内容 ： 周囲堤 27,800ｍ

小堤 17,900ｍ
水門 3基

事業期間 ： 昭和47年度
～令和8年度(予定)

用地着手 ： 昭和49年7月
第2遊水地家屋移転
開始

工事着手 ： 昭和49年3月
千歳橋着工(付帯)

洪水調節量 ： 2,300m3/s

（狐禅寺地点S22.9洪水1/150）

＜事業効果＞

短期 中期 中長期
区分 対策内容 実施主体

工程

一関遊水地事業
岩手河川国道
事務所

氾濫を出来るだけ防
ぐ・減らすための対策

【洪水氾濫対策】 岩手河川国道事務所氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策） （八幡平山系（岩手）直轄火山砂防事業）

【流域内における荒廃状況・崩壊発生状況］

小水無沢第１砂防堰堤

岩手県

盛岡市

八幡平山系(岩手)
直轄火山砂防事業

秋田県

青森県

宮城県
山形県

［八幡平 松川崩壊地］ ［葛根田川の大規模崩壊（Ｈ２０）］ ［小水無沢 流木補足事例（Ｈ２５．９月） ］

大規模崩壊
（H20.4.20）

【流域の概要と整備方針】
八幡平山系（岩手県側）は火山堆積物が厚く堆積し、風化しやすい堆積岩や火山噴出物等が広く分布しているた

め浸食が段階的に発生しており、流域内には崩壊地が広く分布している土砂災害をくり返す災害ポテンシャルの高
い地域である。また、渓床には、崩壊地から生産・流出してきた土砂が厚く堆積し、河床勾配が急なことによる不
安定土砂が多量に北上川本川へ流出する危険性があることから砂防事業実施が必要となっている。

直轄砂防事業により、上流部の荒廃地対策を推進し、北上川沿川の主要市街地の洪水、土砂氾濫の防止・軽減を
図り、家屋、国道、鉄道を保全するとともに、流域内の土石流災害による重要交通網の保全や孤立化対策を重点的
に整備する。

【土砂災害対策】
岩手河川国道事務所氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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北上川水系流域治水プロジェクト（岩手県内）

②被害対象を減少させるための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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花巻市被害対象を減少させるための対策

浸水リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し

都市再生特別措置法の改正により、防災・減災の観点から、立地適正化計画に居住誘導区域における防災に関する方針や対策などの
指針となる「防災指針」を追加する。

花巻市

位置図

居
住
誘
導
区
域

花巻 東和

大迫石鳥谷

市域

立地適正化計画区域＝都市計画区域

浸水想定区域人口
花巻地域
7,300人（5,000人程度）
石鳥谷地域
3,400人（1,000人程度）
※（ ）は居住誘導区域

花巻市立地適正化計
画における居住誘導区
域は、将来都市構造で
拠点と位置付けた既成
市街地のうち、用途地
域内人口及び人口密
度を勘案し、「花巻駅周
辺」と「石鳥谷駅周辺」
を対象に居住誘導区域
を設定しております。

区 分 対 策
工程

R4 R5以降

流域における対策
立地適正化計画に
おける防災指針の
策定

防災指針策定 防災対策実施

具体的な取組み内容 防災指針の記載（例）

実施工程（予定）

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫【 】
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被害対象を減少させるための対策

災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し （居住誘導区域の見直し）

位置図 具体的な取組み内容

平成１９年９月、北上駅周辺、相去町下八木地区、小鳥崎地区など複数において北上川の流水により浸水。築堤など要望活動を開始。浸
水時、集落が孤立するなど被害が生じたため、立地適正化計画における居住誘導区域の見直しとともに、防災計画を検討。

北上市

（現状）居住誘導区域（当市における「都市居住区域」）内には、家屋倒壊等氾濫想定
区域を含む浸水想定区域が含まれている。

令和２年９月の都市計画運用指針の改正により、居住誘導区
域内に浸水想定区域等を含む場合、立地適正化計画への防
災指針の義務付け。

【令和４年３月 立地適正化計画の見直し】
新たに防災指針を策定し、次の取組を推進することとしたもの。

➢ リスクの回避
・都市居住区域から、家屋倒壊等氾濫想定区域を含む区域を除外（実施済）

➢ リスクの低減（ハード）
・協定締結による避難場所確保、防災備蓄倉庫の整備
・避難路への案内看板等の整備
・関係機関へのポンプ増強要望

➢ リスクの低減（ソフト）
・防災訓練等により、水害時の避難ﾙｰﾄや避難場所の周知徹底
・個別避難支援計画の作成推進により、避難行動要支援者の把握、支援
・水害時ﾏｲﾀｲﾑﾗｲﾝの作成周知により、迅速な避難の推進

北上市

（参考）見直し前の都市機能誘導区域・都市居住区域 見直し後の都市居住区域

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫
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一関市被害対象を減少させるための対策

災害危険区域の指定 （一関市災害危険区域の指定）

一関市

位置図 沿革

建築基準法第39条の規定に基づき、災害危険区域を指定し、同区内における一定水位以下の出水による災害を未然に防止するため、
建築物の敷地及び構造に関する制限を行い、もって地域住民の安全を図ることを目的とするもの（一関市条例第205号）

Ｈ17年9月20日施行

合併による新市移行に伴い
施行したもの。旧川崎村が
指定していた区域。

Ｈ19年1月1日施行

旧一関市、旧花泉町の区
域を追加、旧川崎村の区域
を拡大。

Ｈ23年9月26日施行

旧藤沢町が新たに合併した
ことにより災害危険区域を
追加。

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫【 】
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被害対象を減少させるための対策

災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定

具体的な取組み内容

奥州市都市計画マスタープランに掲げるコンパクトで効率的な市街地づくりを進めるため、立地適正化計画の策定に取り組むとともに、居
住や都市機能の誘導を図るうえで必要となる都市の防災に関する機能の確保を図るための指針（防災指針）を定める。

【現状】
・誘導区域の設定を検討している区
域が、 ハザードエリアとなっている。

・江刺、前沢地域において、市街地
の大半が浸水想定区域（L2）内と
なっている。

・防災指針の作成にあたり令和３年
度に東北地方整備局建政部都市・
住宅整備課の支援を受け検討を
進めた。

【検討内容】
・立地適正化計画の誘導施設・誘導

区域等と連携した防災指針の検討
・誘導区域等における浸水被害等の

リスク分析・課題の抽出
・地区ごとの課題を踏まえた取組方

針
・災害リスクの回避・低減に向けた具
体的な取組・スケジュール・目標値

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫【 】
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立地適正化計画で定める誘導区域を設定するにあたって、各地域の災害リスクの
分析、リスクの回避、リスクの低減に向けた対策を検討する。

江刺市街地

水沢市街地

前沢市街地

奥州市

位置図



雫石町被害対象を減少させるための対策

災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し

人口減少・高齢化が進むなか、都市全体の構造を見渡しながら、 「居住機能」と「医療・福祉・商業等の都市機能」をそれぞれ誘導する区域を設定し、それら
の区域を地域公共ネットワークで接続することで、高齢者等が安心して暮らせる持続可能な都市形成を目指す計画策定に向け具体的内容を検討しています。

取り組み内容

Ｒ3年度立地適正化計画策定工程(防災指針部分抜粋)【短期】

位置図

立地適正化計画
策定中

我が国の都市においては、人口の
急激な減少と高齢化を背景として、
高齢者や子育て世代にとって、安
心できる健康で快適な生活環境を
実現することや、財政面及び経済
面において持続可能な都市経営を
可能とすることが大きな課題と
なっています。

雫石町も例外ではなく、こうし
た中で、医療・福祉施設、商業施
設や居住等がまとまって立地し、
高齢者を始めとする住民が公共交
通によりこれらの生活利便施設等
にアクセスできるなど、福祉や交
通等も含めて都市全体の構造を見
直す「コンパクトシティ・プラ
ス・ネットワーク」の考えを進め
るため、令和元年度より策定作業
を進めています。

令和３年度には、コンパクトで
安全なまちづくりを推進するため、
災害リスクの高い地域を把握する
と共に、居住誘導区域に存する災
害リスクに対して、計画的かつ着
実に必要な防災対策、減災対策な
ど具体的な内容を検討し、立地適
正化計画に防災指針を盛り込みま
す。
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水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫【 】
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北上川水系流域治水プロジェクト（岩手県内）

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

住民避難にかかる普及啓発・環境整備及び関係機関との連絡体制構築

広報や防災講座等を通じ、避難方法やマイタイムタイムラインの普及啓発を行い、住民自ら行動することで被害軽減を図る。
また、関係機関との訓練等を通じて、連絡体制の構築・維持に努める。

盛岡市

住民周知 指定緊急避難場所に係る災害種別ごとの指定及び指定緊急
避難場所・指定避難所の新規指定等に伴い、計画的に既設
標識の更新及び未整備箇所への新設を行う。

具体的な取組み内容

＜災害対策本部事務局訓練＞＜マイタイムラインのひな型＞

＜防災講座＞

＜広報＞

避難場所への誘導標識整備

関係機関との連絡体制

＜市総合防災訓練＞

【避難体制等の強化】

70



一関市被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

洪水ハザードマップの見直し （防災マップの更新）

具体的な取組み内容

Ｈ29年度に作成し全戸配布した防災マップを令和４年度に更新した。全戸配布のほか、Web版防災マップも更新した。Web版防災マップで
は、画面切替機能によりリスク情報を選択でき、必要な情報を分かりやすく確認できる。内容の更新については、概ね５年に１度実施予定

一関市

位置図

防災マップの更新

①インターネットで「一関市防災マップ」を
検索し、「地域」タブをクリック

➁地図上に土砂災害（特別）警戒
区域、河川が氾濫した場合の浸水
深、避難場所などが表示される。

③拡大することで避難経路の確認や、避
難場所の詳細、各避難所への避難対象地
域などが確認できる。

リスク情報を選択でき、必要な情報を分か
りやすく確認できる。

【避難体制等の強化】
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平成30年に松川における洪水浸水想定区域（想定最大規模）が公表されたことに伴い、防災マップを更新するとともに住民への周知並び
に自主防災の取組促進を行う。

位置図

八幡平市

八幡平市

具体的な取組み内容

（現状）防災マップには平成25年9月豪雨に
よる浸水域を掲載している

○洪水浸水想定区域（想定最大規模）を掲
載し注意喚起する必要がある

○防災マップの更新
○全戸配布による住民への周知

○出前講座等を開催し、より理解を深めると
ともに自主防災の取組を推進する

その他（防災マップの更新）の実施工程（予定）

区 分 対 策

工程

短期 中期 中長期

その他 防災マップの更新

防災マップへの洪水
浸水想定区域（想定
最大規模）の追加

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

洪水・内水ハザードマップの見直し （防災マップ更新）

【避難体制等の強化】
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奥州市

北上川水系における県管理河川の洪水浸水想定区域指定４か年計画（R4～R7）に基づき行われる、市内18河川の新たなハザード情報を
加味し、奥州市ハザードマップの改訂を行う。
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位置図 具体的な取り組み内容

平成２９年度に作成し全戸配布した奥州市ハザードマップを、新たなバザード情報を
加味し随時改訂を行い広く住民へ周知を行ってきている。

今後、県管理河川の洪水浸水想定区域指定による新たな河川ハザード情報を加味
した改訂版の作成を行う。

併せて更新した情報を広く住民へ周知し自主防災意識の啓発を図るとともに大規模
災害時の被害の軽減に努める。

【指定河川計画】
平成３０年度 ： 衣川 （ハザードマップ改訂済みＲ１）
令和 ３年度 ： 胆沢川 ・ 人首川 （ハザードマップ改訂済みＲ４）
令和 ５年度 ： 洪水浸水想定区域指定４ヶ年計画による作業予定
令和 ６年度から ： 市内18河川の新たなバザード情報を加味したハザードマップ

の作成・配布予定

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

洪水・内水ハザードマップの見直し （奥州市ハザードマップの改訂）

胆沢川

衣川

人首川

北
上
川

【避難体制等の強化】
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令和５年３月改訂奥州市ハザードマップ



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】

洪水・内水ハザードマップの見直し （防災マップの更新）

平成２３年の東日本大震災、平成２５年８月の集中豪雨災害から得た教訓を反映した現行（平成２７年３月発行）の防災マップについて、
矢巾町に関係する河川の洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等の見直しに基づき更新するもの。

矢巾町

具体的な取組み内容

◇ 更新する内容
◆ 洪水想定浸水区域
◆ 指定避難所及び指定避難場所
◆ 防災情報入手手段
◆ 警戒レベルと避難情報
◆ 住民のとるべき行動 等

◇ 追加する内容
◆ 新たな土砂災害が発生するおそれがある箇所（急傾斜地）
◆ 内水ハザードマップ
◆ 避難所運営と備蓄品に関する説明
◆ マイ・タイムライン、避難者名簿等作成ひな型

◎日頃の備えと早めの避難に着目した構成内容

平成25年８月の豪雨災害における被害状況

岩崎川の氾濫により市街地が冠水（平成25年8月）

◇ 人的被害なし。
◇ 住家等、床上浸水151棟、床下浸水436棟
◇ 河川護岸決壊、法面崩壊、落橋、道路崩壊

防災マップ更新の取組工程(予定）

◇ 令和３年度
◆ 作成構想の案出
◆ 浸水想定区域の把握等

◇ 令和４年度
◆ 業務委託契約
◆ 調整等
◆ 冊子版の発行

◇ 令和５年度以降
◆ 住民等への普及、配布
◆ ＷＥＢ版の更新

位置図
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 矢巾町

避難場所への誘導標識整備 （アンダーパス箇所への浸水深標識設置）

【避難体制等の強化】
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

洪水・内水ハザードマップの見直し （防災マップの改定）

位置図 具体的な取組み内容

一級河川衣川が平成３０年度に水防法に基づく指定河川となり、平泉町防災マップに衣川沿いの洪水浸水想定区域を追加する。

平泉町

平泉町

一級河川衣川

事業内容 ： 防災マップ洪水浸水想定区域の追加
実施期間 ： 令和２年度

【避難体制等の強化】
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77

ハザードマップの見直し （防災マップの改定）

位置図 具体的な取組み内容

一級河川胆沢川が令和３年６月に水防法に基づく指定河川となり、金ケ崎町防災マップに胆沢川沿いの洪水浸水想定区域を追加する。
また、今まで作成した「ため池のハザードマップ」も加えて掲載し、町内で想定される災害を一冊にまとめた。

事業内容 ： 防災マップ洪水浸水
想定区域の追加
実施期間 ： 令和４年度

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 金ケ崎町【避難体制等の強化】

宮城県

一級河川北上川

一級河川胆沢川

一級河川胆沢川



水害リスク空白域の解消

具体的な取組み内容

洪水予報河川及び水位周知河川以外の河川について、これまで潜在的に水害リスクがあるにもかかわらずそうしたリスクが周知されてい
ないことにより多くの人的被害が発生していることを踏まえ、防御対象のある一級河川及び二級河川において「想定し得る最大規模の降
雨」に対応した洪水浸水想定区域図の作成やハザードマップの作成を進める。

県内の防御対象のある一級河川・二級河川において
「想定し得る最大規模の降雨」に対応した洪水浸水想
定区域図を作成し、ハザードマップへ反映させる。

北上川上流大規模氾濫減災協議会
（岩手県・市町）被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】
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水害リスク空白域について

北上川水系和賀川と一緒に
支川の横川を解析

位置図

着色：対象河川



北上川上流大規模氾濫減災協議会
（岩手河川国道事務所）（岩手県）（市町）被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進

位置図

水防法の改正（H29.6）により、洪水による浸水が想定される区域で地域防災計画で定められた要配慮者利用施設について、避難確保計

画の作成・訓練の実施が義務化。国･県･市町が連携した講習会等を開催し、計画作成及び避難訓練の促進を図り、逃げ遅れによる人的
被害ゼロの実現を目指す。

流域内市町
※進捗状況を精査し

適宜実施

具体的な取組み内容

【避難体制等の強化】
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※対象施設は、洪水浸水想定区域内の施設（土砂災害は含まない）



ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実 （メディアと連携による洪水情報の提供）

位置図

地域のリスク情報や水害・土砂災害情報等について、テレビや新聞、ラジオ等のそれぞれが有する特性を活かした、地域住民の理解と避
難行動に繋げるための情報発信・伝達の取組みを、関係機関で共有し実施していくために、情報共有・意見交換をおこなうとともに、日頃
からの連携関係を構築するため 「岩手地域メディア連携部会」を設置。

＜岩手地域メディア連携部会開催状況＞

岩手県全域

テレビ局（5）、ケーブルテレビ局（12）、ラジオ局（1）、コミュニティＦＭ局（7）、新聞社（5）、行政機関を含む４６機関で構成

メディアと行政それぞれの水害・土砂災害情報の提供・伝達に関する取組状況の共有。

災害時における住民への効果的な情報伝達のための情報共有、連携方策の調整。

平時からの住民等への周知、啓発、訓練等による防災力強化に関する連携方策の調整。

災害時における相互の連絡窓口、問い合わせ窓口の調整。

本省で開催する全体会議等の情報共有。【住民自らの行動に結びつく 水害・土砂災害ハザード・リスク 情報共有プロジェクト】

取組事項

岩手地域メディア連携部会

河川監視カメラ（CCTVカメラ）画像の提供

※NHK及び県内民放４社へは提供済み
※CATV社への提供に向けて調整中

具体的な取組み内容

全国の取組状況（情報共有プロジェクト資料より）

北上川上流大規模氾濫減災協議会
（岩手河川国道事務所）（岩手県）（市町）被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】
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河川監視カメラの画像・映像などの災害情報の積極的な配信の充実 （簡易型河川監視カメラの設置）

位置図

具体的な取組み内容

氾濫の危険性や重要施設のある箇所などに「簡易型河川監視カメラ」を設置し、河川状況を確認することで、従来の水位情報に加え、リア
リティーのある洪水状況を画像として住民と共有し、適切な避難の判断を促す。

北上川上流（中流域付近抜粋）設置状況

簡易型河川監視カメラ

北上川上流の流域内では、
国管理区間53基、県管理区
間62基の計115基（令和2年

度末時点）が設置され、「川
の水位情報」などで情報提
供。

カメラ画像により現在の川の状況を把握
※画像は、既存の河川カメラ画像

北上川上流大規模氾濫減災協議会
（岩手河川国道事務所）（岩手県）（市町）被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】
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マイタイムライン普及促進

位置図 具体的な取組み内容

マイ・タイムラインの作成により、河川洪水氾濫から自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、行動のチェックリストとして、
また判断のサポートツールとして活用されることで、「逃げ遅れゼロ」を目指す。

災害時に避難誘導のキーマンとなる区長、自主防会長、消防団などを対象に「マイ・タイムライン」を作成
するワークショップを開催し、地域防災力の向上を図る。

北上川上流大規模氾濫減災協議会
（岩手河川国道事務所）（岩手県）（市町）被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】
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北上川水系流域治水プロジェクト
×グリーンインフラ（岩手県内）

『歴史と文化を反映した賑わい水辺空間の創出』
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仁沢瀬川は岩手山麓周辺に発し雫石町との市町境を流下して雫石川に合流する河川で、平成7年度以降、4回（H7,H14,H19,H25）
の床下浸水が発生していることから、改修事業に着手し改修事業を進めている。併せて、グリーンインフラの取組として、生物の
多様な生育環境の保全を目的とした多自然川づくりを進めていくものである。

準用河川仁沢瀬川の多自然川づくり （仁沢瀬川改修事業）

位置図 改修概要

事業進捗状況

準用河川仁沢瀬川

標準断面図

写真：カワシンジュガイ

拡大図

盛岡市

雫石町

滝沢市

御所ダム 雫石川

浸水範囲

国道46号

改
修

区
間

L
=
2
.6

km

準
用

河
川

仁
沢

瀬
川

指
定

区
間

L
=
6
.2

km

JR田沢湖線・秋田新幹線

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4～R28

実施
内容

事業計画
策定

工事実施予定設計業務 用地補償

事業期間：平成28年度から令和28年度
総事業費：防災・安全社会資本整備交付金事業
改修延長：L=2,600m
計画流量：Q=50㎥/s（N=1/20）
特色：カワシンジュガイ（絶滅危惧ⅠB類）等の希少
動植物の生息が確認されており、生物の移植を行い現況の
澪筋を極力残しながら、生物の多様な生育環境の保全を目
的とした多自然川づくりを実施していく。

滝沢市【多自然川づくり】生物の多様な生育環境の保全
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動植物の生息状況
①植物

サクラソウ、ザゼンソウ、エビネ、
ツチアケビ、トンボソウ

②魚類
スナツヤメ類、ドジョウ、ニッコウイワナ、
ヤマメ、ハナカジカ

③底生動物
カワシンジュガイ、ゲンジボタル

H25.8出水状況① H25.8出水状況②

滝沢市指定天然記念物
令和５年２月２７日指定



準用河川仁沢瀬川の多自然川づくり （仁沢瀬川改修事業）

滝沢市【多自然川づくり】生物の多様な生育環境の保全
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北上川水系流域治水プロジェクト（岩手県内）

⑤各機関の取り組み

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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北上川水系
北上川上流

盛岡市
■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
・普通河川の整備促進
内水氾濫対策
・排水施設の整備
・施設の耐水化
・下水道幹線の整備
流域の雨水貯留機能の向上
・公園貯留

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・避難方法の住民周知、関係機関との連絡体制構築
・ﾏｲﾀｲﾑﾗｲﾝのひな形作成による住民周知避難場所への誘導標識整備
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

花巻市

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
内水氾濫対策
・施設の耐水化
・排水路の整備

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

流域治水の取組 北上川水系
北上川上流
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流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

北上市 遠野市

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
・普通河川の整備促進
内水氾濫対策
・下水道幹線の整備

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・災害危険区域の指定

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知(防災マップ

の更新）
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

一関市 八幡平市

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
・普通河川の整備促進

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知(防災マップ

の更新）
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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滝沢市奥州市

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
内水氾濫対策
・排水路の整備

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
・普通河川の整備促進
内水氾濫対策
・排水路の整備

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップの更新と併せ、水害リスクに関する住民への情報提
供及び防災に係る知識の周知・普及や水害リスクに関する情報の住民周知

・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（緊急告知ラジオ、市民生活総合支援アプリ「ぽちっと奥州」
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化



流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

雫石町

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・災害リスクを考慮した立地適正化計画の策定・見直し

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

岩手町

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
流域の雨水貯留機能の向上
・ため池やクリーク（農業用水路）の利用

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

紫波町 矢巾町

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・普通河川の整備促進
内水氾濫対策
・排水路の整備
流域の雨水貯留機能の向上
・防災調整池等の雨水施設・浸透施設の整備（開発行為での指導含む）
・公園貯留
・水田貯留

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
・普通河川の整備促進
内水氾濫対策
・排水路の整備
流域の雨水貯留機能の向上
・駐車場の透水性舗装
・水田貯留

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・内水ハザードマップの見直し
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知（防災マップ
の更新）

・洪水による浸水実績等の住民周知(浸水深標識設置等)
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策

・準用河川の整備促進
・普通河川の整備促進

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化

・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知
・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

金ケ崎町西和賀町

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

平泉町

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の整備促進
・普通河川の整備促進

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・想定最大規模降雨によるハザードマップや水害リスクに関する情報の住民周知（防災マップ
の更新）

・洪水による浸水実績等の住民周知
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・住民への情報伝達体制の充実（防災行政無線戸別受信機、防災ラジオの配布等）
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・地域包括センター、避難所及び集会所に水害リスクの掲示
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防体制の確保、強化を図る継続的な取組
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
流水の貯留機能の拡大
・事前放流等の実施
・水田貯留
多面的機能支払交付金により、水田貯留(田んぼダム)の
取組に対する支援の実施

東北農政局
北上土地改良調査管理事務所

盛岡森林管理署

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
流域の雨水貯留機能の向上
・森林整備
・治山対策

（国研）森林研究・整備機構
森林整備センター

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
流域の雨水貯留機能の向上
・森林整備

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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流域治水の取組 北上川水系
北上川上流

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

岩手県県土整備部河川課

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策

・河道掘削
・堤防整備
流水の貯留機能の拡大
・事前放流等の実施

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
土地の水災害リスク情報の充実

・想定最大規模降雨による水害リスク（浸水想定区域図等）の作成・公表
・ダム下流部における想定最大規模降雨による浸水想定区域図の作成
・水害リスク空白域の解消

避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・水位周知河川の指定拡大
・広域避難を含む連携体制の検討
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・河川監視カメラの画像・映像などの災害情報の積極的な配信の充実
・雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況や災害情報を把握・伝達・共有するための基盤

整備の強化
・住民の避難行動につながるダム放流情報の充実
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・県管理河川における水害対応「タイムライン」の作成
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

岩手県農林水産部森林整備課・森林保全課

岩手県県土整備部砂防災害課

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
流水の貯留機能の拡大
・事前放流等の実施

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
流域の雨水貯留機能の向上

・森林整備
・流木・土砂流出抑制対策（治山対策）

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
土砂災害対策
・流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策）

岩手県農林水産部農村建設課

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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北上川ダム統合管理事務所 岩手河川国道事務所

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・北上川上流ダム再生事業
流域の雨水貯留機能の向上
・事前放流等の実施

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・住民の避難行動につながるダム放流情報の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・ダムや堤防など防災施設に関する知識の普及
・水防訓練などの演習、訓練の充実

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
洪水氾濫対策
・堤防整備
・堤防強化
・河道掘削
・一関遊水地整備
土砂災害対策
・流木・土砂流出抑制対策（土砂災害対策）

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制の強化
・ホットライン連絡体制の構築
・広域避難を含む連携体制の検討
・「まるごとまちごとハザードマップ」の現地表示の拡大・促進
・河川監視カメラの画像・映像などの災害情報の積極的な配信の充実
・雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況や災害情報を把握・伝達・共有するための
基盤整備の強化

・ＩＣＴを活用した洪水、防災に関する各種情報発信の充実
・水害対応「タイムライン」への改善や見直し
・「他機関連携型タイムライン」を順次展開
・「マイ・タイムライン」の普及促進
・要配慮者利用施設等の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」の促進
・住民参加型の実践的な訓練の実施
・要配慮者利用施設等の所管部局との連携、共助の仕組み強化
・水害リスク（ハザードマップ）や防災に関する知識の普及
・ダムや堤防など防災施設に関する知識の普及
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得の強化
・水防団や地域住民への洪水に対するリスクが高い箇所（重要水防箇所など）の確実な伝達
・水防訓練などの演習、訓練の充実
・水防団間での連携、協力の充実
・浸水想定区域内にある重要施設などへの情報伝達の充実
・浸水被害軽減地区の指定
・水防資機材等の確認・補充・強化を実施、河川防災ステーションの活用
・浸水想定区域における防災拠点や排水機場、災害拠点病院等の機能性確保、耐水化

流域治水の取組

地域の特性等を踏まえた各種対策を推進

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

北上川水系
北上川上流
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北上川水系流域治水プロジェクト(宮城県内)

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【洪水氾濫対策】

○河道の断面積の確保のため「河道掘削」を実施。

計画高水位

平 水位

堤防防護に

必要な幅は確保

▽計画高水位

▽平水位

【河道掘削のイメージ】

河道掘削

8k

9k

10k

吉
田
川

17k

18k

大郷木橋

東北新幹線鉄道橋

江合橋

新江合橋

28k

27k
8k

9k

10k

東北新幹線鉄道橋

江合橋

新江合橋

28k

27k

荒雄地区（大崎市古川 地先） 渕尻地区（大崎市古川 地先） 98



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【洪水氾濫対策】

○河道の目標流量を安全に流下させるため「堤防整備」を実施。

▽計画高水位

既設堤防

【堤防整備のイメージ】 必要な天端幅を確保

必要な高さを確保

石巻大橋

4k
5k

開北橋

６k

旧北上川 石巻線鉄道橋

飯野川橋

15k

16k

17k

北上川

相野谷地区（石巻市成田 地先） 袋谷地地区（石巻市大橋 地先）、水押地区（石巻市水押 地先） 99



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【洪水氾濫対策】

○河道の目標流量を安全に流下させるため「堤防整備」を実施。

▽計画高水位

既設堤防

【堤防整備のイメージ】 必要な天端幅を確保

必要な高さを確保

中北橋

23.0k

22.0k

江
合
川

江
合
川

及川橋

2k

横埣地区（美里町北浦 地先）箟岳地区（涌谷町猪岡短台 地先）
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洪水が予測される場合、既存の利水ダム等において貯留水を事前に放流し、洪水調節容量の強化を図る。

出典：
宮城県HP

事前放流のイメージ

出典：東北地方整備局 出典：東北地方整備局（一部編集）

（事例）栗駒ダム（R2.5.29に治水協定を締結）

【治水協定を締結したダム一覧】

○利水ダムの洪水調節機能強化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【流水の貯留機能の拡大】



大崎市、色麻町、加美町、涌谷町、美里町、関係土地改良区、関係農業組織、
宮城県農政部、北部地方振興事務所が構成員となり、令和３年６月１４日に
「宮城県田んぼダム実証コンソーシアム」を設立しました。

令和３年度から令和５年度までの３ヵ年、大崎市
千刈江地区において、「田んぼダム導入促進・効果
検証モデル事業」として、堰板設置型の田んぼダム
とスマート田んぼダムを設置しその効果の検証を行
っています。

また、田んぼダム実証・普及ワーキングの開催や
出前講座等による啓発活動を行っています。

コンソーシアム設立

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
102

『宮城県田んぼダム実証コンソーシアム』設立

○水田貯留の推進

水田の排水口に堰板を設置し、水田に一時的に雨水を貯留することで水路への流出量の抑制を図る。

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【流域の雨水貯留機能の向上】

水田貯留のイメージ

断面図

（事例）宮城県大崎市千刈江地区における水田貯留実証実験

【田んぼの排水ますに設置する調整装置】 出典：宮城県HP



用排水路・ため池等の農業水利施設において、大雨が予想される際に、予め水位を下げることにより洪水調節機能の増大を図る。

（事例）宮城県東松島市牛網堤ため池

出典：東松島市提供資料

事前放流により、予め水位
を低下させる

水路の高度利用のイメージ

出典：国土交通省
（一部加工）

平常時 大雨が予想される際

事前に水位を下げ流出量の抑制を図る

【ため池の水位低下のイメージ】

○水利施設の高度利用

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【流域の雨水貯留機能の向上】



森林整備・治山対策を適切に進め、保水力をはじめとする森林機能の維持・向上を図る。
山林の開発に対して一定の規制を設けるなど森林機能の保全を図る。

治山対策のイメージ

出典：林野庁

（事例）宮城県富谷市の山林開発等に係る条例

■富谷市自然環境等と再生可能エネルギー発電設備設
置事業との調和に関する条例（R1.10.17公布）
富谷市では、山林の開発の際などは、市との協議や住民への説
明会実施を義務化している。

出典：富谷市

（事例）宮城県登米市の森林整備事業

出典：
登米市

【登米市森林整備計画】

【スギの再造林】 【間伐】

○山林の保水力向上

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【流域の雨水貯留機能の向上】



開発に伴う流出量の増大に対して、調整池を設置し雨水を一時的に貯留することで、河川への流出量の抑制を図る。
個人住宅等に設置する雨水貯留タンクなどの小規模な貯留施設に対して、設置費用を助成し、設置の推進を図る。

（事例）宮城県東松島市大曲地区の調整池

出典：東松島市ホームページ

貯留施設のイメージ

（事例）宮城県石巻市では雨水タンクの購入費用の助成を実施

出典：
石巻市ホームページ

出典：国土交通省

○貯留施設の設置・支援

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【流域の雨水貯留機能の向上】



排水機場・排水門等の排水施設の増設・能力強化により、湛水の速やかな排除を図る。
既存の排水機場は、電源設備の嵩上げ、止水版・防水扉の設置等により、浸水時においても稼働できるよう整備する。

排水機場耐水化のイメージ

（事例）防水扉等により耐水化された湊雨水排水ポンプ場
（宮城県石巻市川口町）

出典：石巻市

○排水機場の増設・能力強化・耐水化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【内水氾濫対策】



北上川水系流域治水プロジェクト（宮城県内）

②被害対象を減少させるための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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住民の生命等を災害から保護するため、住民の居住に適当でないと認められる区域内にある住居の集団的移転を促進する。

高台移転のイメージ

出典：「 水災害対策とまちづくりの連携のあり方」検討会
（一部編集）

（事例）宮城県石巻市の震災復興事業による集団移転

出典：
石巻市

○高台移転整備・移転支援

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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②被害対象を減少させるための対策
【水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫】



浸水の実績区域や、浸水の想定される区域に現存する建築物に対して、嵩上げ、高床化等の工事費用を助成する。

宅地嵩上げ等のイメージ

【浸水エリアで考えられる対策】
① 宅地嵩上げ
② 家屋のピロティ化
③ 止水版の設置
④ 家屋の耐水化
⑤ 水害保険の加入

出典：国土交通省

（事例）宮城県大崎市の宅地嵩上げ支援

■大崎市宅地かさ上げ等
事業補助金
大崎市では、立地適正化計画
に定める居住誘導区域内にお
いて、浸水被害を軽減するた
め、一定の要件を満たした対
象区域内の住宅の所有者が
行う宅地のかさ上げ等に要す
る経費について、予算の範囲
内で補助金を交付している。

出典：大崎市HP

【大崎市古川地区の居住誘導区域】

出典：大崎市提供資料を基に作成

嵩上げ等に掛かる費用を助成
【大崎市内で実施された盛土工事の事例】

着工前 完成

盛土

○宅地嵩上げ・高床化の支援

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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②被害対象を減少させるための対策
【水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫】



出水等による危険性が著しく高い区域を、条例により「災害危険区域」として指定する。
災害危険区域内においては、住宅の建築制限・禁止等、災害による被害軽減の観点で必要な建築に関する要件を定める。

災害危険区域のイメージ
（事例）宮城県東松島市の津波に対する災害危険区域

■東松島市津波防災区域
東松島市では、東日本大震災によ
り多大な被害を被った経験から、
津波により一定の浸水が予測され
る区域について、建築基準法第39
条に基づく津波防災区域の指定を
行い、第１種～第３種の種別ごと
に建築制限が適用される。

出典：東松島市HP

【東松島市津波防災区域】

【第３種区域における建築基準】

災害リスクの高いエリアを「災害危険区域」
に設定し、建築物の構造等に制限をかける

出典：国土交通省（一部編集）

○災害危険区域の設定

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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②被害対象を減少させるための対策
【水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫】



北上川水系流域治水プロジェクト（宮城県内）

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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災害時の住民の確実な避難行動を促すため、多様な手段を用いて防災情報を提供する。

（事例）宮城県石巻市のメール・SNSを活用した情報配信

出典：石巻市HP

（事例）宮城県登米市の緊急告知ラジオ

出典：登米市HP

出典：国土交通省

災害の切迫状況に応じた情報提供

○住民への情報伝達の充実

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【土地の水災害リスク情報の充実】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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洪水時のダムの放流の状況や効果に係る情報を住民へ伝えるための手段の充実を図る。

（事例）宮城県・国土交通省によるダム放流情報の配信

出典：宮城県HP

出典：川の防災情報

○ダム・堰の効果・操作に関わる情報の周知

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【土地の水災害リスク情報の充実】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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簡易型河川監視カメラ等を活用し、画像・映像によるリアリティーのある災害情報を積極的に配信する。

簡易型河川監視カメラの例 （事例）宮城県涌谷町上町地区の簡易型河川監視カメラ（江合川）

出典：国土交通省

○簡易型河川監視カメラの設置

出典：川の水位情報

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【土地の水災害リスク情報の充実】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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要配慮者利用施設の管理者の避難計画に係る理解向上を図り、計画の作成を支援する。

避難確保計画作成の作成例 （事例）宮城県登米市の避難確保計画作成に係る講習会

　　　　　　　　　　【施設名： 】

    　　 年 月  作成2020

洪水・土砂災害時の避難確保計画
【洪水・土砂災害編】

資料3

避難確保計画 避難だっちゃ新聞

コントロールシート 【避難確保計画の下書きの作成】

○要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進

【講習会による効果（計画の提出率）】

講習会実施前 講習会実施約３か月後

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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洪水時の住民の円滑な避難行動のため、マイ・タイムラインの作成を支援する。

マイ・タイムラインのイメージ
（事例）宮城県東松島市のマイ・タイムライン

出典：東松島市提供資料

出典：東松島市HP

（事例）宮城県東松島市赤井上区自主防災会における防災研修会

○マイ・タイムライン普及促進

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】

出典：国土交通省関東地方整備局 下館河川事務所HP
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想定浸水深等の災害リスクを街中に表示することで、日常時より住民の水防災への意識向上を図る。

災害リスクの現地表示のイメージ

出典：国土交通省

（事例）宮城県東松島市の
重要水防箇所の現地表示（事例）宮城県登米市の避難所看板

出典：登米市

○災害リスクの現地表示箇所の拡大を促進

（事例）昭和61年8月洪水の洪水痕跡看板（宮城県大郷町）

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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円滑な水防活動のため、出水期前に水防資機材の点検を実施し、的確なメンテナンスの実施と、水防資機材の拡充を図る。

水防工法の例
（事例）宮城県登米市の水防倉庫及び資機材の確認状況

積土のう工

月の輪工

木流し工

○水防資機材の拡充

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【避難体制等の強化】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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浸水想定区域内の市町村庁舎や災害拠点病院等の機能確保に関する情報を共有し、耐水化、非常用電源等の必要な対策については
各施設管理者において順次実施。

防災拠点のイメージ

出典：国土交通省

○市町村庁舎等の防災拠点の機能確保

（事例）宮城県石巻市の防災センター

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【経済被害の軽減】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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主な取組メニュー 主な取組項目 対策メニュー 実施主体 短期 中期 中長期

①氾濫を出来るだけ防ぐ・減
らすための対策

洪水氾濫対策
河道掘削・堤防整備

国・県
「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

排水機場の増設・能力強化・耐水
化

排水機場の増設・能力強化・
耐水化

国・県・市町村

流水の貯留機能の拡大
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

国・県・市町村・
利水者

下水道の整備 雨水調整池・雨水幹線整備 市町村

流域の雨水貯留機能の向上

水田貯留（支援含む）・ため池
等の活用

国・県・市町村・
団体

森林整備・治山対策
林野庁・県・

森林整備センター
②被害対象を減少させる
ための対策 水災害ハザードエリアにおける

土地利用・住まい方の工夫

土地利用規制・誘導
県・市町村・
団体・住民

高台移転促進・嵩上げ支援

まちづくりでの活用を視野にした
土地の水災害リスク情報の充実

河川水位等の情報を提供 国・県

浸水範囲の限定・氾濫水の制御
避難路、復旧路線の抽出及び
道路嵩上げ

国・県・市町村

北上川下流域

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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主な取組メニュー 主な取組項目 対策メニュー 実施主体 短期 中期 中長期

③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

リスク情報の充実

水害リスク情報を発信 国・県・市町村

危機管理型水位計、CCTV等の
整備

国・県

浸水想定区域図を浸水ナビへ
実装

国

まるごとまちごとハザード作成
検討更新

市町村

ダムの機能や効果、操作を流
域住民等へ周知

国・県

避難体制等の強化

隣接市町村間の避難計画の
策定

市町村

防災行政無線戸別受信機の
充実
要配慮者利用施設等の避難
計画の作成

避難訓練の実施

水防災教育出前講座の実施 国・県・市町村

浸水実績等を用いた水害リス
ク周知

国・県

地域包括支援センターにハ
ザードマップの掲示

市町村マイタイムラインの作成

水防資機材の備蓄

プッシュ型の災害情報の発信 国・県・市町村

北上川下流域

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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北上川下流域

主な取組メニュー 主な取組項目 対策メニュー 実施主体 短期 中期 中長期

③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

経済被害の軽減

庁舎の耐水化
国・県・市町村

企業団体等における防災知識
の普及
想定最大規模降雨による浸水
想定区域図の公表更新

国・県

関係者と連携した早期復旧・
復興の体制強化

ホットラインの構築
国・県・市町村

リエゾンの早期応援要請

要配慮者利用施設の管理者
への説明会の実施

県・市町村

重要水防箇所の合同巡視 国・県・市町村

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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北上川水系流域治水プロジェクト（宮城県内）

④市町村の減災の取り組み

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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石巻市

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
• 下水道施設での貯留
• 雨水利用タンク普及促進事業補助金の支給

■被害対象を減少させるための対策
• 高台整備・宅地嵩上げ支援（東日本大震災復興事業）

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• 東日本大震災で被災した排水施設の防水化
• 洪水避難場所の避難誘導標識
• 災害メール及びLINEを活用した防災情報発信
• 防災ラジオ配布
• 防災アプリ（ヤフーとの協定締結）
• 避難確保計画作成講習会の実施
• 津波避難ビルを活用し避難先を追加
• 介護施設等との災害協定締結

④各機関の流域治水の取組

登米市

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
• 農業用水路の事前排水
• 森林整備事業による植林・間伐

■被害対象を減少させるための対策
• 浸水リスクを考慮した立地適正化計画の策定・検討

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• 長寿命化計画に基づく排水機場の更新整備
• 避難所看板の設置
• 緊急告知ラジオ配布
• SNSを活用した情報提供
• 避難確保計画作成に係る講習会開催
• 地域の実情に応じた防災訓練を実施
• 中学校の防災訓練において水害に関する出前講座を実施
• 企業・工場等に対し防災ラジオを配布
• 庁舎の非常用電源の耐水化
• 雨水排水路等の整備
• 防災センターの整備

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
• 造林事業
• 災害公営住宅において地下貯留施設を整備
• 水田貯留の実施ほ場を設置

■被害対象を減少させるための対策
• 災害公営住宅建設及び分譲地整備を実施
• 浸水リスクを考慮した立地適正化計画の見直し検討
• 宅地嵩上げ等に対する補助金支給
• 二線堤（水害に強いまちづくりプロジェクト）

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• 想定最大規模の洪水ハザードマップを作成・全世帯配布
• 自主防災組織等対象にハザードマップの説明会を実施
• 地域防災計画において一時避難所を位置づけ
• 水防倉庫の修繕
• 庁舎の非常用発電装置設置済み
• 排水機場の停電時の非常用発電装置設置済み

大崎市

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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栗原市

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
• 文書等による田んぼダムの周知活動
• 田んぼダム実施地区の拡大
• 公有林整備事業、栗原の森林づくり支援事業
• 利水ダムの洪水調節機能の強化
• 排水機場の耐水化

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• 土木事務所、ダム管理者とホットラインに基づく訓練を実施
• 避難所の誘導看板を設置
• 自主防災組織代表者宅等への戸別受信機設置
• 民間施設との「災害時における避難所施設利用に関する協定」に

よる応急的な施設利用



④各機関の流域治水の取組

美里町

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• 避難所の看板設置
• 希望世帯に対し戸別受信機を設置
• 地域住民が参加する共同点検や避難訓練
• 学校の防災担当（教頭）を集めた説明会を実施
• 東北地方整備局主催の水防技術講習会に参加
• コミュニティ施設へハザードマップを配布済み
• 民間企業等合同参加による総合防災訓練の実施
• 庁舎に非常用電源を配備

女川町

■被害対象を減少させるための対策
• 嵩上げ補助金を事業化済み

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• 震災復旧による一部排水施設の整備を実施
• 避難所ルートの誘導看板を作成
• 防災無線の戸別受信機を配布
• 自主防災組織で土のう積訓練を実施
• 主要水害区を指定し土のうを配布
• BCP作成

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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涌谷町

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
• 森林経営管理制度を利用し民有林管理者の意向調査実施
• 雨水排水計画に基づき調整池及び排水路を整備

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• タイムライン（旧北上川）に沿って町の防災訓練を実施
• 中学校の授業の一環として防災居住地学習を実施
• 水防災教育出前講座の支援体制構築
• 水防団等との幹部会議等において連絡体制の検討
• 河川防災ステーション保管の水防資機材の管理表を作成
• 病院に戸別受信機を設置
• 浸水（内水）常襲地域を網羅したマップを作成
• 民間企業等合同参加による総合防災訓練の実施
• 簡易アラートの管理
• 庁舎の非常用電源装置の耐水化（高い場所へ配置）
• 内水常襲地区に防災調節池を設置



④各機関の流域治水の取組

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

東北農政局
北上土地改良調査管理事務所

宮城北部森林管理署

（国研）森林研究・整備機構
森林整備センター

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策

流水の貯留機能の拡大
• 事前放流等の実施
• 水田貯留

多面的機能支払交付金により、水田貯留の取組に対する
支援の実施

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策
流域の雨水貯留機能の向上
• 森林整備

■氾濫をできるだけ防ぐ減らすための対策

流域の雨水貯留機能の向上
• 森林整備
• 治山対策
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北上川水系流域治水プロジェクト

⑤流域の課題

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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[市町]
・水害リスクの現地表示
・住民への情報伝達の充実
[国・県]
・簡易型河川監視カメラ

[市町]
・要配慮者利用し施設の

避難確保計画策定支援
・ハザードマップの周知
・マイタイムラインの作成
・水防資機材の備蓄
[国・県]
・ダム事前放流情報の通知

[国・県・市町・団体]
・建築物の耐水化

[国・県]
・想定最大規模降雨による

浸水想定区域図の公表

[国・県・市町]
・重要水防箇所の合同巡視

集水域

[県・市町、団体、住民]
・雨水貯留施設
・水路の治水利用
・森林整備・治山対策
・森林管理経営制度
・水田貯留

ためる、しみこませる リスク情報の充実 氾濫域

避難体制を強化

経済被害の最小化

自治体への支援充実

住まい方の工夫

⑤流域の課題

[国・県・市町・利水者]
・利水ダム等において貯留水を

事前に放流し洪水調節に活用
[国・県・市町]
・土地利用と一体となった遊水

機能の向上

河川区域ためる

安全に流す

氾濫水を減らす

[国・県・市町]
・河道掘削、堤防整備
[県・市町]
・河川・下水道が連携して被害

の軽減対策

[国・県]
・「粘り強い堤防」を目指した

堤防強化等
[国・県・市町等]
・排水機場の整備・耐水化

宮城県 N

栗原市

登米市

涌谷町

石巻市

女川町

大崎市

美里町

[県・市、団体、住民]
・宅地嵩上げ・高床化
・高台整備・移転
・災害危険区域

氾濫域リスクの低いエリアへ誘導

[国・県・市]
二線堤

浸水範囲を減らす

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

取組状況

江合川

北上川

旧北上川

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

避難確保計画

宅地嵩上げ・高床化

水田貯留

宅地嵩上げ・高床化

水路の治水利用

植林・間伐

森林経営管理制度

雨水調整池

排水機場耐水化

建築物の耐水化

① 氾濫をできるだけ防ぐ ③ 被害の軽減、早期復旧・復興② 被害対象を減少させる
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浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

石巻市

■山林の保水力向上
治山としての植樹による
保水力の向上

■貯留施設の設置・支援
下水道施設での貯留を
実施
雨水利用タンクの普及
を促進

■高台移転整備・移転支援
■宅地嵩上げ・高床化の支援
東日本大震災復興事業で実
施（地域によっては流域治
水に貢献）

■排水機場の耐水化
東日本大震災で被災した施
設の復旧時に防水化を実施

登米市 ■水利施設の高度利用
降雨時期に合わせて関係機関
と連携して事前排水を行って、
あらかじめ水位を下げることに
より、洪水調節機能を発揮

■山林の保水力向上
森林（植林・間伐等）整備事業
を実施

■流下能力の向上
市で管理する河川の堆積土
砂撤去および支障木の伐採

■排水機場の整備
市で管理する農業用排水機
場（17箇所）は、補助事業
を活用しながら、施設の長
寿命化計画に基づく更新整
備工事を実施

大崎市
■山林の保水力向上

鳴子温泉鬼首地域にお
いて約5haの造林事業
を実施し、今後も計画的
に規模を拡大

■水田貯留の推進
県と協力して実証実験
を実施し、実験結果を
踏まえて、今後取組面
積を拡大

■貯留施設の設置・支援
災害公営住宅に地下貯
留施設を設置

■宅地嵩上げ･高床化の支援
■高台移転整備・移転支援
一定要件を満たす住宅の
宅地嵩上げなどを要する
経費に対して、市が独自
の助成を行う制度を創設

■洪水ハザードマップの周知
洪水ハザードマップを見
直し、全戸に配布

■要配慮者利用施設の避難
確保計画策定支援
施設管理者に対する避難
確保計画作成の講演会を
実施

■二線堤
水害に強いまちづくり事
業で整備

■(仮称)志田谷地防災
センターの整備
志田谷地地区の一時避
難所として国土交通省
と協議しながら整備

■貯留施設の設置・支援
雨水排水計画に基づき、
1万5,000トンの貯水量を
持つ調整池を都市下水路
の下流域に設置

涌谷町

■山林の保水力向上
民有林について森林
経営管理制度を利用
し意向調査を実施

栗原市

■山林の保水力向上
公有林整備事業による植林
栗原の森林づくり支援事業
による植林

■田んぼダムの推進
一部地区で田植え後～稲刈り
の間、落水桝に水田調整板と
別に排水制限用板を設置
耕作者へ周知文書等を送付

女川町 ■排水機場の耐水化
災害復旧による整備箇所
あり

■宅地嵩上げ・高床化の支援
嵩上げ補助金事業化済み

■宅地嵩上げ・高床化の支援
市の立地適正化計画策定によ
る支援を検討

■水利施設の高度利用
一部区間で実施済み

■ハザードマップの
周知
町内全域の内水
ハザードマップ
作成予定

流域治水に係る取組状況

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

美里町

■建築物の耐水化
町内の企業独自の取組
として工場での防水壁
による浸水対策を実施
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登米市
■山林の保水力向上

林地残材の処理が必要

涌谷町

■水田貯留の推進
土地改良区・耕作者との協議が必
要

■水利施設の高度利用
今後、土地改良区と協議し検討

■山林の保水力向上
森林整備による山林の保水力向上
が必要

■排水機場の整備
排水機場は土地改良区管理のため、
今後協議する必要がある

■宅地嵩上げ・高床化の支援
町域のほぼ全てが浸水してしまう
ため、町単独での実施は困難

■災害危険区域の設定
市街地の中を江合川が流れている
ため、建築制限を設けることは現
実的ではないが、今後検討が必要

栗原市
■浸透ます・浸透管の整備

都市計画等と併せて検討する必要があるため、現時点
は即効性に欠ける

■水利施設の高度利用
排水路を利用し揚水機場等へ取水している場合、事前
対応のタイミングの見極めが困難
予報が外れた場合の対応が課題
水路雑木や土砂堆積対策も併せて取り組む必要がある

■田んぼダムの推進
取組関係者の理解を得る必要がある

■宅地嵩上げ･高床化の支援
■高台移転整備・移転支援
市域南東部の平野において内水氾濫
の被害軽減に有効と考えられるが、
整備に莫大な予算が必要

■宅地嵩上げ・高床化の支援
■高台移転整備・移転支援
単独事業に対する国の補
助制度市が必要
制度の継続だけでなく
徐々にでも移転できる制
度が必要

■二線堤
二線堤施設の操作による
二線堤外の内水の増加の
恐れがある(土地改良区)
堤内調整池がすぐ一杯に
なり、二重のポンプ排水
を改善する必要がある
（土地改良区）

■災害危険区域の設定
客観性・公平性の観点か
ら慎重な検討が必要

大崎市

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

流域治水に係る課題

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

■排水機場の整備
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■山林の保水力向上
治山としての植樹による保水力の向上

■排水機場の耐水化

東日本大震災で被災した施設の復旧時
に防水化を実施

■高台移転整備・移転支援
■宅地嵩上げ・高床化の支援

東日本大震災復興事業で実施（地域に
よっては流域治水に貢献）

■貯留施設の設置・支援
下水道施設での貯留を実施 雨水利用タンクの普及

を促進

出典：石巻市HP出典：石巻市雨水排水基本計画

出典：石巻市雨水排水基本計画

石巻地区：
人口が集中しているエリア

出典：石巻市の復興状況(令和２年１０月)

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

流域治水に係る取組状況と課題【石巻市】
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北上川・迫川間の低湿地帯：
水害常襲地域

石貝川（津山地区）：
令和元年台風第19号で被害

・迫川の水位を先に下げないと他の排水
が進まない。

・市街地で浸水被害が発生しやすい。

出水前にダム水位を
下げられないか関連
機関との調整が必要

ため池：古い時代に築造されたも
のが多く、堤体、余水吐、取水施
設等が脆弱化。事前に対策を講じ
る必要がある。

長沼

伊豆沼

内沼

■水利施設の高度利用
降雨時期に合わせて関係機関と連携して事
前排水を行って、あらかじめ水位を下げること
により、洪水調節機能を発揮

■山林の保水力向上
森林（植林・間伐等）整備事業を実施
林地残材の処理が必要

■排水機場の整備

市で管理する農業用排水機
場（17箇所）は、補助事業
を活用しながら、施設の長
寿命化計画に基づく更新整
備工事を実施

■宅地嵩上げ・高床化の支援

市の立地適正化計画策定に
よる支援を検討

長沼ダム

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

■流下能力の向上

市で管理する河川の堆積土
砂撤去および支障木の伐採

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

流域治水に係る取組状況と課題【登米市】
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■田んぼダムの推進

一部地区で田植え後～稲刈りの間、落水桝に
水田調整板と別に排水制限用板を設置
耕作者へ周知文書等を送付
取組関係者の理解を得る必要がある

■浸透ます・浸透管の整備

都市計画等と併せて検討する
必要があるため、現時点は即効
性に欠ける

■水利施設の高度利用
排水路を利用し揚水機場等へ
取水している場合、事前対応の
タイミングを見極めるのが難しい
予報が外れた場合の対応が課
題

水路雑木や堆積土砂対策の取
組が必要である

■山林の保水力向上
公有林整備事業による植林

栗原の森林づくり支援事業によ
る植林

Ｈ２８植林

Ｈ２７植林

沼田・八木地区

栗駒ダム

荒砥沢ダム

花山ダム

小田ダム

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

熊谷川

荒川

八沢川

太田川

善光寺川

小山田川

瀬峰川

迫川

三間堀川

落堀川

三迫川

二迫川

大水門川

萱刈川

前沢川

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

■排水機場の整備
市域南東部の平野において内
水氾濫の被害の被害軽減に有
効と考えられるが、整備に莫
大な予算が必要
令和元年台風１９号で被災し
た３ケ所の排水機場は、電気
設備の嵩上げを実施

■宅地嵩上げ・高床化の支援
■高台移転整備・移転支援

市域南東部の平野において内水氾濫
の被害軽減に有効と考えられるが、
整備に莫大な予算が必要

■洪水ハザードマップの周知

ハザードマップを見直し、
全戸に配布を予定

蕪栗沼遊水池の効率的な運用
を行う必要がある

迫川の水位を先に下げないと
他の排水が進まない

■利水ダムの洪水調整機能の強化

利水ダム等（花山、荒砥沢、小田、菅生、宿の
沢、栗駒）において治水協定を締結

菅生ダム

流域治水に係る取組状況と課題【栗原市】
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宿の沢ダム



流域治水に係る取組状況と課題【大崎市】

■水田貯留の推進
県と協力して実証実験を実
施し、実験結果を踏まえて、
今後取組面積を拡大

■山林の保水力向上

鳴子温泉鬼首地域において
約5haの造林事業を実施し、
今後も計画的に規模を拡大

■貯留施設の設置・支援
災害公営住宅に地下貯留施
設を設置

■水路施設の高度利用
一部区間で実施済み

■排水機場の耐水化

既存の雨水排水施設へ水密扉
の設置や制御盤の嵩上げによ
る耐水化

■宅地嵩上げ・高床化の支援
■高台移転整備・移転支援

一定要件を満たす住宅の宅地
嵩上げなどを要する経費に対
して、市が独自の助成を行う
制度を創設
市単独事業に対する国の補助
制度が必要
制度の継続だけでなく徐々に
でも移転できる制度が必要

■災害危険区域等の設定

客観性・公平性の観点から慎
重な検討が必要

千刈江地区での実証実験

出典：宮城県HP

浸水継続時
間が長くな
るエリア

古川地域：
人口が集中しているエリア

古川地域

三本木地域

鹿島台地域

渋井川・多田川：鳴瀬川
の背水の影響を受ける。

吉田川：堤防高が一定でない。
堤防高が低い箇所で越水し、堤内側
がえぐられる。下流の川幅が狭い。

■二線堤

水害に強いまちづくり事業で
整備
二線堤施設の操作による二線
堤外の内水の増加の恐れがあ
る(土地改良区)
堤内調整池がすぐ一杯になり、
二重のポンプ排水を改善する
必要がある（土地改良区）

品井沼～鹿島台：
・樋門操作性の改善が必要
・樋門管理の整理・改善
・内水排除が追い付かない
・水害常襲地のポンプ車常備

内ノ浦

品井沼

鶴田川への排水・自然排水（緊急排
水樋管）の検討が必要

鹿島台

上志田 下志田

鶴田川

鳴子ダム

上大沢ダム

菅生ダム

岩堂沢ダム

化女沼ダム

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

鳴子温泉鬼首

■(仮称)志田谷地防災センター
の整備

志田谷地地区の一時避難所と
して国土交通省と協議しなが
ら整備予定

■洪水ハザードマップの周知

洪水ハザードマップを見直
し、全戸に配布

■要配慮者利用施設の
避難確保計画策定支援
施設管理者に対する避難確
保計画作成の講演会を実施

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題
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浸水継続時間が長くなるエリア

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

■災害危険区域の設定

市街地の中を江合川が流れているため、建築制
限を設けることは現実的ではないが、今後検討
が必要

■山林の保水力向上

民有林について森林経営
管理制度を利用し意向調
査を実施
森林整備による山林の保
水力向上が必要

■水田貯留の推進
土地改良区・耕作者との
協議が必要

■水利施設の高度利用
今後、土地改良区と協議
し検討

■貯留施設の設置・支援

雨水排水計画に基づき、
1万5,000トンの貯水量を
持つ調整池を都市下水路
の下流域に設置

■宅地嵩上げ・高床化の支援

町域のほぼ全てが浸水してしまうため、町単独
での実施は困難

出来川：出水時の増水が甚
だしく、土質の関係で漏水
が数箇所に見られるほか溢
水の危険性も有している。

■排水機場の整備

排水機場は土地改良区管
理のため、今後協議する
必要がある

■ハザードマップの周知

町内全域の内水ハザード
マップ作成予定

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

流域治水に係る取組状況と課題【涌谷町】
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・江合川の堤防が低く、住民から
不安の声が寄せられている。
・堤外地樹木を伐採してほしいと
いう要望が住民から出ている。

出来川：出水時の増水が甚だしく、
土質の関係で漏水が数箇所に見られ
るほか溢水の危険性も有している。

■水田貯留の推進
土地改良区、農家の協力が必要
転作による大豆の作付けが多く、大豆の栽培には
十分な排水が必要なため、整合について要検討

■水利施設の高度利用
土地改良区との調整が必要

■山林の保水力向上
所有者との調整（伐採、植林）が必要

新型コロナの影響もあり、自宅での
垂直避難や他自治体の高台への避難
も案内している。

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

×

■建築物の耐水化
町内の企業独自の取組として工場での防水
壁による浸水対策を実施

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

流域治水に係る取組状況と課題【美里町】
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女川・止野川・大沢川河口付近：
標高が低く降雨期・高潮の場合に危
険にさらされることが予想される。

女川湾～万石浦を結ぶ地区
の宅地・市街化が著しい。

山林の面積が多い（83.7%）

■宅地嵩上げ・高床化の支援

嵩上げ補助金事業化済み

■排水機場の耐水化

災害復旧による整備箇所あり

浸水範囲

北上川浸水想定範囲（昭和22年洪水 と同規 模）

鳴瀬川・吉田川浸水想定範囲

（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同 規模 ）

（吉田川：平成27年9月洪水と同 規模 ）

吉田川実績浸水範囲（令和元年東 日本台 風）

黄色：
②被害対象を減少させるための対策

赤色：
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

緑色：
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡例

黒文字：実施・検討中 赤字：取組実施上の課題

流域治水に係る取組状況と課題【女川町】
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